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ＩＴＵ－Ｔ部会審議状況報告 
 

１ 任 務 

ＩＴＵ－Ｔ部会は、「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動への

対処について」（情報通信審議会に引き継がれた電気通信技術審議会諮問第２号）の審議

を任務としており、世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ）、ＩＴＵ－Ｔの各研究委員会（Ｓ

Ｇ）及び電気通信標準化アドバイザリグループ（ＴＳＡＧ）等の会合に提出される寄書、

勧告案及び研究課題案に対する評価、対処方針等について調査審議を行っている。 

 

２ 審議状況 

(1) 審議体制 

２０００年９月から１０月に開催された世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２００

０）において、ＩＴＵ－Ｔの今研究会期（２００１年～２００４年）における構成及び

研究対象等が決定された。今研究会期における研究体制は、別紙１のとおりである。 

ＩＴＵ－Ｔ部会では、ＩＴＵ－ＴのＳＧ、ＴＳＡＧ等の会合（以下「ＳＧ等会合」）に

対して、我が国から提出する寄書、対処方針並びに承認手続きに付される勧告案及び研

究課題案に対する評価等についての調査を適切かつ効率的に行うため、ＩＴＵ－Ｔの組

織構成に対応し、１０の委員会を設置している。さらに委員会は必要に応じてワーキン

ググループを設置して調査を行っている。ＩＴＵ－Ｔ部会の構成員を別紙２、ＩＴＵ－

Ｔ部会の構成を別紙３に示す。 

 

(2) 審議概要 

ア 勧告案の審議 

ＩＴＵ－Ｔにおける標準化作業に対して、我が国は勧告作成に向けて多数の寄書を提

出し、ＳＧ会合等に多数の専門家が出席するとともに、１名のＳＧ議長及び７名のＳＧ

副議長をはじめ数多くの役職を引き受けるなど積極的に貢献している。これらの状況を

各々別紙４、５及び６に示す。 

また、今研究会期から、市場の標準化ニーズに迅速に応えて勧告作成を行うため、代

替承認手続き（ＡＡＰ）を行っている。ＡＡＰは技術的内容の勧告案の承認について電

子的手法を用いており、勧告案の完成から勧告承認までに要する期間が大幅に短縮され

ている。 

ＩＴＵ－Ｔにおいて２００２年１月から２００２年１２月までに承認された勧告の状

況及びＡＡＰ導入前後における勧告案完成から承認までに要する期間を別紙７に示す。 
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イ 主な検討項目の審議状況 

ＩＴＵ－Ｔ部会では、各委員会毎にＩＴＵ－Ｔの各ＳＧの検討項目への対応を行って

いるが、今研究会期の主な検討項目である以下のものについて、ＩＴＵ－Ｔにおける最

近の活動状況を別紙９に示す。 

(1) ＥＮＵＭ関連（ＳＧ２） 

(2) ケーブルインターネット関連（ＳＧ９） 

(3) ＡＤＳＬ伝送方式の標準化関連（ＳＧ１５）  

(4) カラーＦＡＸ関連（ＳＧ１６） 

(5) ネットワークセキュリティ関連（ＳＧ１７） 

(6) ＩＭＴ－２０００及び将来の移動通信のネットワーク関連（ＳＳＧ） 

(7) 他機関等との協力・協調関連（ＴＳＡＧ） 

 

３ 今後の対応 

(1) ＩＴＵ－Ｔの標準化活動に関わる課題への対応 

ＩＴＵ－Ｔがグローバルな標準化機関として中核的な役割を果たし続け、かつ産業界

にとって標準化活動を行うのに魅力的な場であり続けるため、ＩＴＵでは、民間セクタ

ーの参加促進、勧告作成の迅速化等、様々な取組みを行ってきた。 

我が国からも、これまでに、プロジェクトに即した作業方法の提案等、作業方法の改

善に係る提案等を行ってきており、今後ともＩＴＵの効率化・活性化がさらに進められ

るよう、積極的に寄与していく予定である。 

 

(2) 世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ）への対応 

  ２００４年９月２７日～１０月６日にブラジルで開催が予定されている次回のＷＴＳ

Ａ２００４に向け、ＩＴＵ－Ｔの活動体制の見直し、各ＳＧの新規研究課題の検討、承

認予定勧告草案等に対する対処方針の審議等を行っていく。 

 

(3) ＳＧ、ＷＰ等への対応 

ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会における調査を通して、今後も引き続き各ＳＧ、ＷＰ（Working 

Party：作業部会）等における審議に積極的に寄与していく予定である。 

 

 



ＩＴＵ-Ｔの今研究会期（2001-2004年）の体制

全権委員会議全権委員会議全権委員会議全権委員会議ＰＰＰＰＰＰＰＰ
最高意思決定機関　４年毎に開催

世界電気通信標準化総会　世界電気通信標準化総会　世界電気通信標準化総会　世界電気通信標準化総会　WTSAWTSAWTSAWTSA
研究課題設定、勧告の承認　４年毎に開催

TSAGTSAGTSAGTSAG　　　　電気通信標準化アドバイザリーグループ電気通信標準化アドバイザリーグループ電気通信標準化アドバイザリーグループ電気通信標準化アドバイザリーグループ

　　　　　　　　ITU-Tの活動の作業方法、優先事項、計画について審議･検討

SG2SG2SG2SG2　　　　サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面 　　　　

ｻｰﾋﾞｽ定義、ﾅﾝﾊﾞｰﾘﾝｸﾞ、ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ関連

SG4SG4SG4SG4　　　　ＴＭＮを含む電気通信管理ＴＭＮを含む電気通信管理ＴＭＮを含む電気通信管理ＴＭＮを含む電気通信管理

ＴＭＮ（電気通信管理網）関連

SG5SG5SG5SG5　　　　電磁環境の影響からの防護電磁環境の影響からの防護電磁環境の影響からの防護電磁環境の影響からの防護 　　　　

電磁環境の影響に対する防護関連

SG6SG6SG6SG6　　　　屋外施設屋外施設屋外施設屋外施設 　　　　

腐蝕及び他の破損からの防護等、屋外設備関連

SG9SG9SG9SG9　　　　統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送 　　　　
ケーブルテレビ網による放送・通信サービス並びに有線によるテレビ・音声番組の素材伝
送及び分配関連

SG17SG17SG17SG17　　　　 　　　　

ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ、通信ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ、並びに言語及び記述技術関連

SG11SG11SG11SG11　　　　信号要件及びプロトコル信号要件及びプロトコル信号要件及びプロトコル信号要件及びプロトコル 　　　　

ＩＮ(ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ･ﾈｯﾄﾜｰｸ)関連

SG12SG12SG12SG12　　　　ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能 　　　　

ｻｰﾋﾞｽ品質及び性能関連

SG13SG13SG13SG13　　　　マルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインターネットワーキングマルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインターネットワーキングマルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインターネットワーキングマルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインターネットワーキング 　　　　

ＩＰ関連、Ｂ-ＩＳＤＮ、世界情報通信基盤及び衛星関連

SG15SG15SG15SG15　　　　光及びその他の伝達網光及びその他の伝達網光及びその他の伝達網光及びその他の伝達網

アクセス網及び光技術関連

SSG IMTSSG IMTSSG IMTSSG IMT　　　　IMTIMTIMTIMT----2000200020002000を含む将来の移動通信を含む将来の移動通信を含む将来の移動通信を含む将来の移動通信 　　　　

IMT-2000を含む将来の移動通信及びﾓﾋﾞﾘﾃｨ研究関連

SG16SG16SG16SG16　　　　マルチメディアサービス、システム及び端末マルチメディアサービス、システム及び端末マルチメディアサービス、システム及び端末マルチメディアサービス、システム及び端末

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｻｰﾋﾞｽ、ｼｽﾃﾑ及び端末関連並びに電子ﾋﾞｼﾞﾈｽ及び電子商取引関連

研究委員会　ＳＧ

SG3SG3SG3SG3　　　　電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則 　　　　

計算料金制度改革、精算原則関連

別紙１

3

平成１５年１月３１日現在
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ＩＴＵ－Ｔ部会構成員（順不同･敬称略）

別紙２

部会長 委  員 原島 博 東京大学大学院情報学環長・学際情報学府長 

 委  員 生駒 俊明 一橋大学大学院国際企業戦略研究科客員教授 

 委  員 酒井 善則 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

 委  員 土井 美和子 ㈱東芝研究センターマルチメディアラボラトリー研究主幹 

 委  員 中川 正雄 慶應義塾大学理工学部情報工学科教授 

 委  員 名取 晃子 電気通信大学電気通信学部教授 

 専門委員 秋山 正樹  

 専門委員 池田 茂 情報通信ネットワーク産業協会専務理事 

 専門委員 浦野 義頼 早稲田大学国際情報通信研究センター教授 

 専門委員 榎並 和雅 日本放送協会総合企画室デジタル放送推進担当局長 

 専門委員 遠藤 静夫 三菱電機株式会社電子システム事業本部顧問（技師長待遇） 

 専門委員 大塚 隆史 （社）日本ＣＡＴＶ技術協会常任副理事長 

 専門委員 大森 愼吾 独立行政法人通信総合研究所企画部長 

 専門委員 小池 伸一 日本電気㈱主席技師長 

 専門委員 杉山 文夫 ㈱東芝  

 専門委員 関 俊司 日本電信電話㈱第三部門Ｒ＆Ｄ推進担当部長 

 専門委員 田中 憲次 通信電線線材協会専務理事 

 専門委員 棟上 昭男  

 専門委員 橋本 了 （財）日本ＩＴＵ協会専務理事 

 専門委員 平田 康夫 ＫＤＤＩ㈱取締役執行役員専務技術開発本部長 

 専門委員 堀崎 修宏 (社)情報通信技術委員会専務理事 

 専門委員 持田 侑宏 ㈱富士通研究所 常務取締役 

 専門委員 森 忠久 （社）日本民間放送連盟常務理事兼研究所長 

 専門委員 弓場 英明 ㈱ＮＴＴドコモ 取締役研究開発本部副本部長マルチメディア開発部長 

 専門委員 若尾 正義 （社）電波産業会専務理事 

    

 

 

サービス･ネットワーク運用委員会主査 相田 仁 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 

網管理システム･保守委員会主査 坂庭 好一 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

電磁防護･屋外設備委員会主査 日高 邦彦 東京大学大学院工学系研究科電気工学専攻教授 

プロトコル委員会主査 村岡 洋一 早稲田大学理工学部情報学科教授 

ケーブル網･番組伝送委員会主査 伊東 晋 東京理科大学理工学部 教授 

伝達網･品質委員会主査 三谷 政昭 東京電機大学工学部情報通信工学科教授 

IP ネットワーク委員会主査 淺谷 耕一 工学院大学工学部電子工学科教授 

マルチメディア委員会主査 酒井 善則 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

移動通信ネットワーク委員会主査 淺野 正一郎 国立情報学研究所情報基盤研究系研究主幹 

作業計画委員会主査 浦野 義頼 早稲田大学国際情報通信研究センター教授 

 

ＩＴＵ－Ｔ部会委員会主査（順不同・敬称略）
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別紙３ 

 
 

ＩＴＵ－Ｔ部会の構成 
（平成１５年１月３１日現在） 
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東
京
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

サービス・ネットワーク運用委員会サービス・ネットワーク運用委員会サービス・ネットワーク運用委員会サービス・ネットワーク運用委員会

網管理システム・保守委員会網管理システム・保守委員会網管理システム・保守委員会網管理システム・保守委員会

電磁防護・屋外設備委員会電磁防護・屋外設備委員会電磁防護・屋外設備委員会電磁防護・屋外設備委員会

伝達網・品質委員会伝達網・品質委員会伝達網・品質委員会伝達網・品質委員会

ＩＰネットワーク委員会ＩＰネットワーク委員会ＩＰネットワーク委員会ＩＰネットワーク委員会

マルチメディア委員会マルチメディア委員会マルチメディア委員会マルチメディア委員会

移動通信ネットワーク委員会移動通信ネットワーク委員会移動通信ネットワーク委員会移動通信ネットワーク委員会

作業計画委員会作業計画委員会作業計画委員会作業計画委員会

相田 仁（東京大学教授）

坂庭 好一（東京工業大学教授）

日高 邦彦（東京大学教授）

三谷 政昭（東京電機大学教授）

淺谷 耕一（工学院大学教授）

酒井 善則（東京工業大学教授）

浦野 義頼（早稲田大学教授）

淺野 正一郎（国立情報学研究所教授）

担当：ＳＧ２

担当：ＳＧ４

担当：ＳＧ５、ＳＧ６

ケーブル網・番組伝送委ケーブル網・番組伝送委ケーブル網・番組伝送委ケーブル網・番組伝送委員会員会員会員会 伊東 晋（東京理科大学教授）

担当：ＳＧ９

担当：ＳＧ１２、ＳＧ１５

担当：ＳＧ１３

担当：ＳＧ１６

担当：ＳＳＧ

担当：ＴＳＡＧ

カラードキュメントＷＧカラードキュメントＷＧカラードキュメントＷＧカラードキュメントＷＧ

プロトコル委員会プロトコル委員会プロトコル委員会プロトコル委員会 村岡 洋一（早稲田大学教授）

担当：ＳＧ１１、ＳＧ１７ セキュリティＷＧセキュリティＷＧセキュリティＷＧセキュリティＷＧ



　研究委員会 ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ

　（ＳＧ） 2 4 5 6 9 11 12 13 15 16 17

日本寄書 4 9 2 4 19
ＡＰＴ共同提案 3 3

ＲＯＡ提出寄書

ＫＤＤＩ 1 4 2 1 8
日本テレコム 1 1
ＮＨＫ 0

寄 NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 0
ＮＴＴDoCoMo 1 1
ジェイフォン 0
Ｃ＆Ｗ･ＩＤＣ 0
ＴＴＮｅｔ 0
東京電力 0
ﾋﾞｰ･ﾋﾞｰ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 0

書 ｱｯｶ･ﾈｯﾄﾜｰｸｽ ※ 0

の ＳＩＯ提出寄書

ＮＴＴ 1 4 7 6 21 18 10 1 68
件 日本電気 1 3 2 2 8

沖電気工業 1 1
数 日立製作所 0

富士通 2 2 4

（

東芝 0
松下電器産業 3 3

提 三菱電機 2 2 4
シャープ 0
ＩＴＵＡＪ 0

元 ＣＲＬ 0
リコー 0

）

キヤノン 0
ＮＴＣ 0
ＣＩＡＪ 2 1 3
電線線材協会 1 3 4
住友電気工業 0
ＮＴＴｺﾑｳｪｱ 1 1
ｿﾌﾄﾌﾛﾝﾄ 0
コーニング 0
沖縄ﾌｫﾄﾆｸｽ ※ 3 3
早稲田大学 ※ 2 2
横河電機 ※ 0
提出寄書数 ※※ 1 3 4 8 6 11 0 28 26 1 3 5 4 118

※   アソシエートしての参加
※※ 注は複数社の連名により提出した寄書があるため、縦の欄の合計とは一致しない。

SSG TSAG 合計

寄書提出状況（2002.1～
別紙４

注注 注注注
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ＳＧ会合等出席者数

（今研究会期、2002年12月末現在）

全体 日本から 全体 日本から 全体 日本から 全体 日本から 全体 日本から 全体 日本から 全体 日本から

ＳＧ２ 123 5 119 5 110 5 99 5 451 20 4.4

ＳＧ４ 87 11 95 12 86 10 268 33 12.3

ＳＧ５ 50 4 55 3 66 3 50 6 221 16 7.2

ＳＧ６ 42 4 42 4 45 6 129 14 10.9

ＳＧ７ 64 4 66 7 130 11 8.5

ＳＧ９ 89 8 79 8 76 7 244 23 9.4

ＳＧ１０ 44 0 79 0 123 0 0.0

ＳＧ１１ 200 23 160 20 121 15 103 14 10 1 584 72 12.3

ＳＧ１２ 65 0 79 0 54 0 198 0 0.0

ＳＧ１３ 185 25 158 19 134 10 143 13 620 67 10.8

ＳＧ１５ 357 43 272 9 285 38 914 90 9.8

ＳＧ１６ 187 26 111 20 150 18 129 18 577 82 14.2

ＳＧ１７ 90 9 89 9 179 18 10.1

SSG IMT 80 8 87 11 63 6 86 6 62 6 316 31 9.8

ＴＳＡＧ 150 13 155 13 126 12 431 38 8.8

計 1813 183 1646 140 1316 130 610 62 5385 515 9.6

＊　2001年9月17日にSG7及びSG10は合併しSG17となった。
は2002.1～2002.12会合分(計：全体2,038名、日本207名）

日本から
の出席者
比率

第３回ＳＧ
会合

第１回ＳＧ
会合

第２回ＳＧ
会合 計第４回ＳＧ

会合
第５回ＳＧ
会合

その他臨時
ＳＧ会合

別紙５

＊

＊

＊
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ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者（敬称略） 
ＳＧ 
 

日本からの 
ＳＧ議長/副議長 

全役 
職数 

日本からの 
ＷＰ議長/副議長 

全役 
職数 

日本からのラポータ/ 
アソシエイトラポータ 

全役 
職数 

ＳＧ２ －－ 議長 ：1 

副議長：3 

－－ 議長 ：2 

副議長：2 

 14 

ＳＧ４ 副：藤井 
（NTT） 

議長 ：1 

副議長：3 

WP3議長：藤井 
（NTT） 

議長 ：4 

副議長：0 

Q.13：吉田（NTT） 15 

ＳＧ５ －－ 議長 ：1 

副議長：2 

WP2議長：服部 
（NTT） 

議長 ：2 

副議長：0 

Q.1：小林（NTT） 
Q.6：木島（職能大）* 

：富永（NTT: ｱｿｼｴｲﾄ） 
Q.10：村川（NTT） 

15 

 

 

 

ＳＧ６ －－ 議長 ：1 

副議長：0 

WP1副議長：冨田 
(NTT) 

議長 ：1 

副議長：2 

Q.5：泉田（NTT） 
Q.8：冨田（NTT） 
Q.9：保苅（NTT） 

10 

 

 

ＳＧ９ 副：松本 
（KDDI） 

議長 ：1 

副議長：3 

－－ 議長：0 

副議長：0 

Q.2：川田（KDDI） 
Q.7,15：宮地（KDDI） 
Q.5,9：松本（NEC） 
Q.11,Q22：松本（KDDI: Q.22ｱｿｼｴｲﾄ） 

Q.16：菊島（NTT） 
Q.19：平川（東芝） 

29 

ＳＧ１１ 議長：平松 
（NTT） 

議長 ：1 

副議長：2 

－－ 議長 ：4 

副議長：5 

Q.4：松本（NTT） 
Q.7：釼吉（NEC） 

20 

 

ＳＧ１２ －－ 議長 ：1 

副議長：2 

－－ 議長 ：3 

副議長：0 

－－ 18 

ＳＧ１３ 副：前田(NTT) 議長：1 
副議長：5 

WP3議長：前田 
(NTT) 

議長 ：4 

副議長：0 

Q.3：太田（NTT） 
Q.4：米田（JT） 
Q.9：四宮（NTT） 
Q.10:森田（NTT） 
Q.11:清水（日立：ｱｿｼｴｲﾄ）** 

:若山（日立：ｱｿｼｴｲﾄ） 

18 

ＳＧ１５ 副：岡村 
（ｺｰﾆﾝｸﾞ） 

議長 ：1 

副議長：3 

WP2議長：内藤 
（三菱電機） 
WP5議長：岡村 
（ｺｰﾆﾝｸﾞ） 

議長 ：5 

副議長：0 

Q.5：内藤（三菱電機） 
Q.18:大橋（NTT） 

17 

 

ＳＧ１６ 副：松本 
（早大） 
副：大久保 
（早大） 

議長 ：1 

副議長：3 

WP1議長：松本 
(早大) 
WP2議長：大久保 
（早大） 

議長 ：4 

副議長：0 

Q.4,5：大久保（早大:Q.5暫定） 
Q.9：内藤（三菱電機） 
Q.C：岸上（NTT: ｱｿｼｴｲﾄ） 

26 

ＳＧ１７ 
 

－－ 議長 ：2 

副議長：5 

－－ 議長 ：5 

副議長：0 

Q.10：大野（CRL） 28 

ＳＳＧ 副：中村 
（Docomo） 

議長 ：１ 

副議長：11 

WP1副議長：中村 
(Docomo) 

議長 ：3 

副議長：6 

－－ 7 

ＴＳＡＧ －－ 議長 ：１ 

副議長：6 

－－ 議長 ：7 

副議長：2 

RG3：柴田（KDDI） 3 

合計 議長 ：1 
副議長：7 

議長 ：14 

副議長：48 

議長 ：7 
副議長：2 

議長 ：44 

副議長：17 

ラポータ ：27 
アソシエートラポータ ：4 

220 

平成１５年１月３１日現在 
* 平成１４年１０月の第４回ＳＧ５全体会合をもって退任 
** 平成１４年１０－１１月の第４回ＳＧ１３全体会合をもって退任 

別紙６



 ＳＧ 新規（AAP） 改訂（AAP） 合計（AAP） 削除
ＳＧ２ 13 3 1 0 14 3 5

ＳＧ４ 12 12 3 3 15 15 0

ＳＧ５ 1 1 0 0 1 1 0

ＳＧ６ 1 1 4 4 5 5 0

ＳＧ９ 23 23 4 4 27 27 2

ＳＧ１１ 21 21 9 9 30 30 0

ＳＧ１２ 1 1 3 3 4 4 3

ＳＧ１３ 7 7 5 5 12 12 1

ＳＧ１５ 12 12 19 19 31 31 2

ＳＧ１６ 30 30 18 18 48 48 0

ＳＧ１７ 5 5 10 10 15 15 5

ＳＳＧ 4 4 0 0 4 4 0

ＴＳＡＧ 0 0 3 0 3 0 0

合　計 130 120 79 75 209 195 18

勧 告 化 の 状 況
(2002.1～2002.12)

区分 ＳＧ会合等により承認された勧告数

別紙７

削除された
勧告数

24

18

10

2.5 2

0

5

10

15

20

25

1989-93 1993-96 1996-00 2001 11 2002 6

月数

ＡＡＰ導入による
期間短縮効果

最低必要であった期間

平均２か月で
勧告が承認

代替承認手続き（AAP）導入による標準化策定手続きの迅速化
（勧告案完成から承認までに要する期間）

9
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ＥＮＵＭ関連（ＳＧ２） 

（１）概 要

ＥＮＵＭ（Telephone Number Mapping）は、ＩＰネットワークと電話網の相互間において

通信の相手先のアドレスを特定するために必要な機能であり、今後、ＩＰ電話を普及させる

上での重要な要素技術の１つとなっている。現在、ＩＴＵとＩＥＴＦが連携して、開発・導

入について検討している。 

（２）審議状況

ＳＧ２においては、ＥＮＵＭの運用・管理手順を検討するため、Ｔｉｅｒ０（トップドメ

イン）の管理手順（Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭ）、ＩＴＵ－Ｔ Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ（補遺文書）等

の検討を行っており、第３回会合以降、地理的国番号であるＥ．Ａ－ＥＮＵＭと非地理的国

番号（Ｅ．Ａ－Ｎ／ＧｏＣ及びＥ．Ａ－ＧＳＶＣ）の３体系に分けて検討を行っている。非

地理的国番号については、２００３年内の勧告化を目指し引き続き検討することとし、勧告

Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭについては、トップレベルドメイン及び管理手順の記述内容を中心に継続

的に検討が行われた。また、各国でのＥＮＵＭトライアルの実施に向け、Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭ

の勧告化以前にＥＮＵＭドメインを暫定的に付与するための本手順が了承されており、第４

回会合においては、米・英・仏・中等６カ国から、ＥＮＵＭトライアルの状況報告が行われ

た。 

（３）今後の審議予定

ＳＧ２では、上述のＥＮＵＭの管理手順（番号情報のＤＮＳ管理者への提供方法）に関す

る勧告案及びＩＴＵ－Ｔ Supplement（補遺文書）の策定作業が継続的に行われており、関連

文書の２００３年内の勧告化をめざし、本年４月に開催される次回ＳＧ２会合等の場におい

て、引き続き勧告の完成度を向上させていく予定である。 

+ 8 1 -3 -3 3 4 7 -1 2 3 4

+ 1 -2 1 2 -3 4 5 -6 7 8 9

0 1 0 -1 -2 1 2 -3 4 5 -6 7 8 9

U R IU R IU R IU R I(s ip :ta r o @ x y z.c o m )

D N S

IP

S I P

E 1 6 4 (9 .8 .7 .6 .5 .4 .3 .2 .1 .2 .1 .T L D )
D N S

T L D ====

S IP
IPIP

S IPS IPS IPS IP

E N U M

s ip ta ro @ x y z.c o m

IPIPIPIP

S IPS IPS IPS IP

 
【ＥＮＵＭにおけるサービス提供例】 

別紙８
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ケーブルインターネット関連（ＳＧ９） 
 

（１）概 要 

ケーブルテレビ網では、ケーブルモデムを用いてインターネット接続等の双方向サービスを

提供している。ケーブルモデムに関する勧告については、1998 年 3月に、下り伝送速度 30Mbps

上り 5Mbps を有する勧告 J.112 が承認され、さらに 2002 年 2 月には、Annex C（日本提案）に

おいて下り 42Mbps、上り 10Mbps を追加した改訂勧告が承認されている。本年度においては、2002

年 12 月に、上り回線を 30Mbps に増速した J.122「双方向ケーブルテレビのための第二世代伝送

システム」が承認されたところである。 

 

（２）審議状況 

2002 年 2 月、勧告 J.112 の Annex C（日本提案）の変調方式 64QAM に下り変調方式として

256QAM(42Mbps)、上り変調方式に 16QAM(10Mbps)がそれぞれ追加された。 

2002 年 6月の SG9 会合において、米国より、DOCSIS 2.0 を元に上り回線の増速と耐雑音性能

の向上を図ることを目的として、上り変調方式に S-CDMA を追加する改訂勧告案が提案され、審

議の結果、欧州、日本からもコメントを出すことで、勧告 J.122 としてＡＡＰ（代替承認手続）

の手続に付されることとなった。 

その後、８月に東京で開催されたケーブルモデム関係ラポータ会合において、Annex F(欧州

仕様)及び AnnexJ(日本仕様)が追加提案され、その後のＡＡＰを経て 12 月に承認された。 

※DOCSIS: 米国ケーブルラボが中心となって制定しているケーブル網上でデータ伝送を行うため

のインターフェース仕様（Data Over Cable System Interface Specification） 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 J.122 等比較表 

  J.112 J.122 

 項  目  Annex C 

(日本仕様) 
（米国仕様） 

Annex J 

(日本仕様) 

変調方式 64QAM, 256QAM 64QAM,256QAM 64QAM,256QAM 

伝送速度 31.644Mbps, 

42.192Mbps 

30.342Mbps, 

42.884Mbps 

31.644Mbps, 

42.192Mbps 

 

下

り 

周波数帯域 90～770MHz 88～860MHz 136～862MHz 

変調方式 QPSK, 16QAM QPSK,8,16,32,64QAM (TDMA) 

QPSK,8,16,32,64QAM,128QAM 

TCM(S-CDMA) 

QPSK,8,16,32,64QAM (TDMA) 

QPSK,8,16,32,64QAM,128QAM 

TCM(S-CDMA) 

伝送速度 

（最大） 

9.216Mbps 30.72Mbps 27.648Mbps 

 

上

り 

周波数帯域 10～55MHz 5～42MHz 10～55MHz 

 (3) 今後の審議予定 

ケーブルモデムについては、上り下りともに高速化に関する勧告案が承認されている。今後、

映像伝送等の様々な双方向リアルタイムサービスに関する勧告案が検討される可能性がある。 
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ＡＤＳＬ伝送方式の標準化関連（ＳＧ１５） 

（１）概 要

既存のメタリック回線を使用した高速デジタル加入者伝送方式で最も代表的な ADSL

（Asymmetrical Digital Subscriber Line）は、1999年 6月に ITUでG.992.1（フルレートADSL）

及び G.992.2（スプリッタレス ADSL）として勧告化された。国内では、ADSLサービス開始

当初は G.992.2 に準拠した最大 1.5Mbps から、現在、G.992.1 の複数の規格を使った最大

12Mbps のサービスまで、下り伝送速度の高速化が図られている。今後、更に ADSL の技術

革新による高速化、長延化が期待されている。

（２）審議状況

   2002年４～５月に開催された ITU-T SG15第３回会合において、G.992.1及び G.992.2に

比べ伝送速度の向上、伝送距離の改善及び低消費電力等を図った勧告案 G.992.3(G.dmt.bis)

及び G.992.4(G.lite.bis)が代替承認手続き(AAP)により承認された。

2003 年 1 月に開催される SG15 第 4 回会合では、下り信号の使用帯域を従来の 1.1MHz

から 2.2MHzに拡張することで、下り伝送速度を最大 16Mbps以上の高速化を図った勧告案

G.adslplus及び G.992.1 Annex Iがコンセントされる予定である。なお。G.992.1 Annex Iは、

G.992.1 Annex C(日本の ISDNへの干渉に考慮した方式)をベースとしたものである。 

（３）今後の審議予定

今後、勧告案G.adslplusのAnnex C(日本のISDNへの干渉に考慮した方式)については、継続

して検討を行っていく予定。 

電話機

A D S Lモデム パソコン
局内
スプリッタ

A D S L
交換機

宅内
スプリッタ

これまでの 1.5～ 8Mbpsの A D S Lでは、サービスの提供
範囲が目安として約 4K m程度に限られていたが、更に
伝送距離の長延化が期待されている。

これまでの A D S Lでは、下り伝送速度が最大 12M bps
であったが、更に 2倍の最大 24Mbpsの伝送速度の高
速化が期待されている。

上り上り上り上り 下り下り下り下り

1 .1 M H z       

上り上り上り上り 　　　　　　　　 下り下り下り下り

2 .2 M H z      

上り上り上り上り 下り下り下り下り

1 .1 M H z       周波数帯域をオーバーラップ 1 .1 M H z       

周波数帯域を
２倍に拡大
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カラーＦＡＸ関連（ＳＧ１６） 

（１）概 要

現在、カラーＦＡＸとデジタルカメラとの間は、色空間や画像フォーマットなどの基準が

異なるため送受信ができない。そこで、カラーＦＡＸのより一層の普及を目指し、カラーＦ

ＡＸに使用する色空間として、従来の CIELAB 方式に加え、新たに、デジタルカメラなどで

使用されている sYCC方式を追加するための検討が、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６で開始された。

（２）審議状況

   ２００２年２月に開催されたＳＧ１６第３回会合で日本からカラーＦＡＸへの sYCC色空

間を追加する提案を行い、同会合で検討を開始することが合意された。

その後、同年１０月に開催されたＳＧ１６第４回会合で日本より、勧告 T.42（ファクシミ

リのための連続階調カラー表現方法）の改訂を目的とした『カラーＦＡＸ色空間への sYCC

追加提案』及び勧告 T.42の改訂に伴うカラーＦＡＸにおける色空間として sYCC方式を新規

に定義するために『sYCC色空間適用に関する T.4 /T.30勧告修正提案』を行った。同会合に

おいて、本提案どおりカラーＦＡＸへ sYCC色空間を導入するための技術的な問題が無いこ

とが確認された。 

（３）今後の審議予定

今後、ＩＥＣ（国際電気標準会議）との連携を図りつつ、２００３年５月に開催されるＳ

Ｇ１６第５回会合で、カラーＦＡＸへsYCC色空間を導入するための関連勧告案のコンセント

を予定。 

図 カラーＦＡＸ標準化のイメージ

デジカメ画像データデジカメ画像データデジカメ画像データデジカメ画像データ
パソコンパソコンパソコンパソコン

パソコンパソコンパソコンパソコン

プリンタープリンタープリンタープリンター

     

( )

     

( )

デジカメ画像データデジカメ画像データデジカメ画像データデジカメ画像データ

FAX に新たにに新たにに新たにに新たに

sYCC 色空間を色空間を色空間を色空間を

導入することで導入することで導入することで導入することで

現在

新方式

メリットメリットメリットメリット
色の劣化を防止色の劣化を防止色の劣化を防止色の劣化を防止
安価なコストを実現安価なコストを実現安価なコストを実現安価なコストを実現
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ネットワークセキュリティ関連（ＳＧ１７） 
 

（１）概 要 

ネットワークセキュリティについては、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１７がリードＳＧとなって、各Ｓ

Ｇにまたがるセキュリティ関連課題の取りまとめやＳＧ間の調整を行いつつ、検討を進めて

いる。また、全権委員会議においてもネットワークセキュリティに関する取り組みを強化す

る決議が作成されるなどセキュリティへの関心が高まっており、第２回全体会合（平成１４

年１１月）においてＩＴＵ－Ｔを横断するセキュリティプロジェクトが設立された。 

 

（２）審議状況 

ネットワークセキュリティはソフトウェア、ハードウェア全般にわたる広範な技術である

が、今会期は、①ネットワークセキュリティマネジメント、②モバイルセキュリティ、③テ

レバイオメトリクス④情報通信システムのセキュリティに焦点を当てた活動を行う予定であ

る。これまで、①については、我が国が中心となって情報セキュリティマネジメントのテレ

コム実装要件に関する寄書をＡＰＴ共同提案として提出するなど、積極的に検討に貢献して

いるところである。また、②においても我が国が中心となってモバイルセキュリティ技術の

フレームワーク（ＰＫＩをベースにしたセキュアモバイルシステムの実装に関するケースス

タディ）に関する寄書をＡＰＴ寄書として提出するなど積極的に検討に貢献している。③及

び④についてはそれぞれスイス、米国からの寄書をベースに検討を行っている。 

 

（３）今後の審議予定 

上記の技術分野①については本年３月から５月開催予定の中間会合及び９月開催予定の第

３回全体会合における審議を経て、第４回全体会合で、電気通信事業者における情報セキュ

リティマネジメント規格に関する勧告案を承認予定。また、②についてもＰＫＩを利用した

モバイルシステム利用に関するガイドラインを継続審議し第４回全体会合において勧告案を

承認予定。このように、我が国がセキュリティ関連の標準化活動において主導的立場を果た

すべく、ネットワークセキュリティ関連の勧告策定に今後も積極的に貢献していく予定。③

のテレバイオメトリクスにおいてはＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ３７等と連携しつつ積

極的に審議を進める予定。④の情報通信システムのセキュリティにおいてもエンドシステム

間の通信に適用するセキュリティ体系について積極的に審議を進める予定。 

H 4.2.27H 4.2.27H 4.2.27H 4.2.27 3.83.83.83.8

APTAPTAPTAPT

SG 7SG 7SG 7SG 7SG 7SG 7SG 7SG 7

Q 0Q 0Q 0Q 0Q 0Q 0Q 0Q 0

H 4. .20H 4. .20H 4. .20H 4. .20 .29.29.29.29

「情報セキュリティマネジメントのテレコム実装要件 」

H 5.9H 5.9H 5.9H 5.9

APTAPTAPTAPT

SG 7 Q 0

APTAPTAPTAPT

情報通信システムの情報通信システムの情報通信システムの情報通信システムの
セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

情報通信システムの情報通信システムの情報通信システムの情報通信システムの
セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ

H 6.6H 6.6H 6.6H 6.6H 5.H 5.H 5.H 5.3333
5555

Q 0Q 0Q 0Q 0
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ＩＭＴ－２０００及び将来の移動通信のネットワーク関連（ＳＳＧ） 
 

（１）概 要 

ＩＭＴ－２０００は、ＩＴＵや３ＧＰＰｓの場で標準化が進められてきたが、ＩＭＴ－２０００

以降の将来の移動通信に関する研究も開始されており、これら研究開発の指針を与える長期ビジョ

ンに関しての検討が行われてきた。 

 

（２）審議状況 

２００２年５月に開催された第４回ＳＳＧ会合において、以下のとおり、市場及び技術のトレン

ド予想を基に、２０１０年ごろに実現すると考えられている第４世代移動通信システムにおけるネ

ットワーク構成のコンセプトが長期ビジョンとして取りまとめられた。 

２０１０年ごろのトレンド予想 

 主な市場トレンド 主な技術トレンド 

・高速アクセス技術の高度化により、仮想現実サービ

スが広く普及。 

・ネットワークの基幹部分が完全ＩＰ化。無線部分は

様々なアクセス技術が共存。 

・無線通信回線加入者数は１７億人以上に成長。 

・携帯端末機能と位置情報を有効に利用した独自サー

ビスを提供するアプリケーションサービス提供事

業者が出現。 

・国境を越えて移動するユーザーは、いつでもどこで

も個人端末よりサービスが利用できるよう要求。 

・ソフトウェア無線技術を無線インフラ及び端末で

採用。 

・携帯端末同士が直接通信可能なクローズドネット

ワークまたはアドホックネットワークの形成。 

・様々な利用者からの多様なニーズへの柔軟な対

応。 

・セキュリティ環境の更なる高度化。 

  ネットワーク構成のコンセプト 

  第４世代移動通信システムにおけるネットワークは、 

① ＩＰベース、② 拡張可能な構成要素によるモジュール化、③ オープンなインターフェース、

を原則に実現される。また、ネットワークは下記３つのプラットフォームにより構成される。 

① 利用者が使用する携帯端末の基盤となる「利用者プラットフォーム」 

② ＩＰを使用し、ネットワークの根幹部分となる「ＩＰベース網プラットフォーム」、 

③ アプリケーションやサービスを提供する基盤となる「サービス提供プラットフォーム」 

 

（３）今後の審議予定 

今後は、期待されるサービスとアプリケーションを実現するサービス提供能力の要求条件等につ

いて審議を行う予定。 

 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２０１０年２００５年

▲２００２年６月 ネットワーク長期ビジョン（システムの基本コンセプト）の策定

▲２００３年第２四半期 サービス提供能力要求条件の策定

▲２００３年第４四半期 ネットワーク能力要求条件の策定

具体的な技術基準の検討 システムの実現
２０１０年頃▲
システムの実現

▲２００４年第２四半期
詳細なネットワークアーキテクチャの策定
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他機関等との協力・協調関連（ＴＳＡＧ）

（１）概 要

ＩＴＵ－Ｔでは、勧告Ａ．４、Ａ．５、Ａ．６に従って、一定の基準を満たす外部機関と

の間で、情報文書のやりとり、ＩＴＵ－Ｔ勧告からの文書の参照等を行っている。また、勧

告Ａ．７において、ＳＧやＴＳＡＧは、特定の課題を検討することのできるフォーカスグル

ープを設置することが可能となっている。 

（２）審議状況

Ａシリーズ勧告（ＩＴＵ－Ｔの作業組織）については、ＷＴＳＡから、ＴＳＡＧに対し

て権限が割り与えられている。第３回ＴＳＡＧ全体会合において、ＩＴＵ－Ｔとフォーラ

ム・コンソーシアムとの情報交換手続きを規定している勧告Ａ．４、ＩＴＵ－Ｔと国内・

地域標準化機関間との協力と情報交換手続きを規定している勧告Ａ．６に関し、親ＳＧに

加え、ＷＰ会合やラポータグループでも交流・情報交換の要望の発議ができるよう、勧告

改訂が行われた。また、ＩＴＵ－Ｔのメンバー以外の専門家も参加でき、特定の課題につ

いて検討するフォーカスグループについて規定している勧告Ａ．７に関し、活動期間の延

長や任務の変更を可能とする規定の追加が行われた。 

（３）今後の審議予定

 勧告Ａ．４、Ａ．５、Ａ．６に基づくフォーラムや標準化機関として現在以下のものが

承認され、また、勧告Ａ．７のフォーカスグループとして、ＦＳ－ＶＤＳＬフォーラムが

ＳＧ１６の下で活動することが承認されるなど、フォーラム等他機関との協調が進められ

てきており、今後、この運用を継続していく中で、適宜必要となる事項が審議される予定。 

ARIB  MEF  

ASN.  Consortium    MPLS Forum 

ATM-F   MSF    

Committee T  NIST  

CWTS   OASIS 

DSL Forum   OIF 

ECMA   OMG 

ETIS    SCTE  

ETSI   SDL Forum Society    

FRF   SMPTE   

IEEE   TIA   

IMTC    TM Forum 

IPDR Organization    TTA  

Ipv6 Forum    TTC

ISOC/IETF    W3C  

JCTEA CATV

【勧告Ａ．４、Ａ．５、Ａ．６の実施状況】 



 ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会活動状況報告
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サービス・ネットワーク運用委員会の活動状況報告 
 

１ サービス・ネットワーク運用委員会の活動状況 

(1) はじめに 

サービス・ネットワーク運用委員会は、ＳＧ２（サービス提供、ネットワーク及び性能の

運用側面）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

サービス・ネットワーク運用委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）

以降、次のとおり４回の会合を開催した。 

・第４回会合  平成１４年４月２３日 

第３回ＳＧ２全体会合への対処方針について検討を行った。会合出席予定者より、対

処方針についてそれぞれ説明があった。また、郵便投票にかけられていた１３件の新規

勧告草案、１件の改訂勧告草案について検討を行い、ＳＧ会合での勧告化に賛成するこ

ととなった。 

・第５回会合  平成１４年６月１７日 

第３回ＳＧ２全体会合の結果について報告が行われた。また、代替承認手続き（ＡＡ

Ｐ）に付されていたＳＧ２関連勧告案３件について審議を行い、これらの勧告案に対し

て日本からのコメントを提出しないこととなった。 

・第６回会合  平成１４年１１月１２日 

第４回ＳＧ２全体会合への対処方針について検討を行った。会合出席予定者より、対

処方針及び提出寄書についてそれぞれ説明があった。 

・第７回会合  平成１５年１月１０日 

第４回ＳＧ２全体会合の結果について会合出席者から報告が行われた。 

 

２ ＳＧ２会合の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ２は、サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面に関する課題を研究対象とし、

検討を行っている。 

ＳＧ２には、現在、９の課題が設定され、これらの関連課題を総合的に審議するため、Ｓ

Ｇ２第４回全体会合までは３つのＷＰが設置されていたが、恒常的なＷＰ３／２への参加者

不足の解消と今後の活動活性化を図るため、今後、ＷＰ２／２とＷＰ３／２を合併させるこ

ととなった。合併後のＳＧ２における検討体制を図１－１に示す。 

 

 (2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年５月７日～１６日 
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開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：３０か国、３機関、１１０名（うち日本から５名） 

・第４回全体会合  平成１４年１１月２６日～１２月６日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：３１か国、１機関、９９名（うち日本から５名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表１－１に示すとおり、新規１３

件、改訂１件、削除５件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア ＥＮＵＭ（Telephone Number Mapping）関連 

ＳＧ２においては、ＥＮＵＭの運用・管理手順を検討するため、Ｔｉｅｒ０（トップドメ

イン）の管理手順（Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭ）、ＩＴＵ－Ｔ Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔ（補遺文書）等

の検討を行っている。 

第３回会合において、地理的国番号であるＥ．Ａ－ＥＮＵＭと非地理的国番号（Ｅ．Ａ－

Ｎ／ＧｏＣ及びＥ．Ａ－ＧＳＶＣ）の３体系に分けて継続検討していくこととなり、うち非

地理的国番号については、第３回会合以降検討を実施し、２００３年内の勧告化を目指すこ

ととした。勧告Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭについては、トップレベルドメイン（ＴＬＤ）及び管理手

順の記述内容につき合意が得られなかったため、勧告化手続きの開始を見送り、第４回会合

において勧告化を目指すこととした。また、各国でのＥＮＵＭトライアルの実施に向けＥ．

Ａ－ＥＮＵＭの勧告化以前にＥＮＵＭドメインを暫定的に付与するための本手順が了承され、

ＩＴＵ事務局から回章１０５により各国に提示された。また国内（Ｔｉｅｒ１レジストリ以

下）でのＥＮＵＭの管理運用に関するガイドラインである勧告サプリメント（地理的国番号）

が、勧告から独立したサプリメントとして了承された。 

第４回会合においては、Ｅ．Ａ－Ｎ／ＧｏＣ、ＥＮＵＭサプリメント（非地理的国番号）

等の関連文書の修正・改訂作業が進められた。また、中・仏・英・米等６カ国におけるＥＮ

ＵＭトライアル進捗状況の報告が行われた。また、勧告Ｅ．Ａ－ＥＮＵＭについては、日本

寄書により、草案中の用語定義の変更が了承された。また、ＴＬＤについては「．ａｒｐａ」

と新たなＴＬＤを選択する際の比較検討が行われたが、今後引き続き、メールベースで資料

の向上を行っていくこととされた。 

 

イ 国際番号リソースの維持・管理、公開方法関連 

ＴＳＢでのＷｅｂサイト構築、Ｅメールリストによる各国主管庁への周知等、各国番号計

画の変更や新たな国番号の使用開始があった際の周知手順について検討を進めており、第３

回会合において、これまでの合意事項をまとめた新勧告草案Ｅ．ＲＮＮ（国内番号計画の表

現）がＥ．１２９として勧告化された。 
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本勧告は、各国のＥ．１６４国内番号リソースについて、ホームページによる情報公開を

推奨し、情報を更改する場合の指針を示したガイドライン的な勧告となっているが、第４回

会合においては、これを受けた情報登録状況のフォローを行い、引き続き、未登録の各国主

管庁に対して登録勧奨を行っていくこととなった。 

   

ウ 国際電気通信サービスにおけるヒューマンファクター関連 

第１回ＳＧ２会合にて、日本より提案した勧告Ｅ.１２１（電話サービスのユーザを補助す

るためのピクトグラム、シンボル及びアイコン）に盛り込むべき新たな通信機器のシンボル

（計１３種類）について、Ｆ.９１０（シンボル、ピクトグラムを評価、選択するための手順）

の手順に基づいて行われた各国（日本、オランダ、ドイツ）のテスト結果が第２回ＳＧ２会

合でまとめられ、一部図記号については勧告化に向けた合意がなされた。なお、テストは、

日本提案に４種類（番号非通知：３種類、フッキング：１種類）の代替案を加えて、計１７

種類で実施された。 

第３回会合においては、Ｆ．９１０の手順に基づいたアメリカ、ノルウェーのテスト結果

についてとりまとめられたものの、ラポータの交代等の影響を受け、合意済みの案件も含め

て全て再審議することとなった。また、勧告Ｅ．１２１に関して、ＩＳＯ/ＩＥＣ/ＪＴＣ１

内で図記号要素の不整合を理由に批判的な意見があるため、慎重な検討の必要性が示唆され

た。 

第４回会合においては、全１７図記号について、５カ国での評価実験の結果に基づき、う

ち９図記号については採用に適当、残りの図記号については不適当であると判断され、より

広い視点で見直すこととなった。採用が適当とされた９図記号については、次回会合におい

て日本代表が勧告Ｅ．１２１に追加する原稿案を提出することとなった。また、不適当とさ

れた代案含む７図記号については、具体的な適用事例等について次回会合で報告を行い、引

き続き検討を行うこととした。 
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表１－１ ＳＧ２会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

B.18 トラヒック強度ユニット WP3 

Q.7/2 

削除 回章 84 

2002.1.25 

E.211 VHF/UHF 海事移動サービスの選択手順 WP1 

Q.3/2 

削除 回章 84 

2002.1.25 

E.168 E.164 番号計画の UPT への応用 WP1 

Q.1/2 

改訂 第３回会合 

郵便投票 

E.168.1 UPT ｻｰﾋﾞｽの提供における UPT 番号の割り当

て 
WP1 

Q.1/2 

新規 第３回会合 

郵便投票 

E.169 E.164 番号計画のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ国際番号への応用 WP1 

Q.1/2 

新規 第３回会合 

郵便投票 

E.217 

(旧 E.mmsi) 

海事通信－船舶識別 WP1 

Q.1/2 

新規 第３回会合 

郵便投票 

E.360.1～360.7 

(旧 E.TE1～TE7) 

IP/ATM/TDM ﾍﾞｰｽﾏﾙﾁｻｰﾋﾞｽ網の QoS ﾙｰﾁﾝｸﾞと

関連ﾄﾗﾋｯｸ工学手法 
WP1 

Q.2/2 

新規 第３回会合 

郵便投票 

E.138 高齢者のﾕｰｻﾞﾋﾞﾘﾃｨを改善するための公衆

電話ﾋｭｰﾏﾝﾌｧｸﾀｰ 
WP1 

Q.4/2 

新規 AAP 

2002.6.29 

E.860 ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ合意の枠組み WP2 

Q.5/2 

新規 AAP 

2002.6.29 

E.129 

(旧 E.RNN) 

国内番号計画の提示 WP1 

Q.1/2 

新規 AAP 

2002.9.5 

C.3 国際電気通信ｻｰﾋﾞｽの使用法 WP1 

Q.3/2 

削除 回章 126 

2002.9.18 

E.201 移動体ｻｰﾋﾞｽのための参照勧告 WP1 

Q.3/2 

削除 回章 126 

2002.9.18 
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勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

E.510 手動運用における回路数の決定 WP3 

Q.7/2 

削除 回章 126 

2002.9.18 

 



議　長 ：Mr.Philippe Distler(仏) 
副議長 ：Mr.Roy Blane(英)

：Mr.Mark Neibert(米)
：Mr.E.A.Matarazzo(伯)

ＷＰ１：番号、ネーム、アドレス、ルーチング及びサービスの定義
議　長 ：Mr.Philippe Distler(仏) 
副議長 ：Mr.Steven LIND(米) 

課題１ 固定及び移動サービスへの番号、ネーム及び
アドレス計画の応用

Mr.G.Richenaker(米)

Mr.S.Isaksen(ﾉﾙｳｪｰ)Associate
Mr.N.Epstein(米)Associate

課題２ 固定網及び移動網のルーチングと相互接続 Mr.Jerry Ash(米)

課題３ Mr.L.Homan(英)
Mr.D.Drysdale(英)Associate

課題４ Mr.K.Nordby(ノルウェー)

ＷＰ２：網サービスと評価及びトラヒック工学
議　長 ：Mr.Mark Neibert(米)
副議長 ：Mr.Wai-Sum Lai(米)

課題５ 網のサービス品質 Mr.Eric Yam(米)
Mr.In-Seop Lee(韓)Associate

課題６ 網管理 Mr.M.Ahman(スウェーデン)
Mr.Chin-Kyooh Lee(米)Associate

課題７ パーソナル通信のトラヒック工学 Mr.D.Grillo(伊)

課題８ Mr.M.Tuxen(独)

課題９ ＩＰサービスをサポートする網のトラヒック工学 Mr.Wai-Sum Lai(米)

図１－１　ＳＧ２の構成

ＳＧ２：サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面

音声、非音声電気通信サービスの管理及び開発

国際電気通信サービスのヒューマンファクター

ＳＳ７とＩＰベース信号網のトラヒック工学
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網管理システム・保守委員会の活動状況報告 
 

１ 網管理システム・保守委員会の活動状況 

(1) はじめに 

網管理システム・保守委員会は、ＳＧ４（ＴＭＮ（電気通信管理網）を含む電気通信管理）

を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

網管理システム・保守委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、

次のとおり３回の会合を開催した。 

・第４回会合  平成１４年２月２８日 

第３回ＳＧ４全体会合への対処方針について検討を行った。会合出席予定者より、対

処方針及び提出寄書についてそれぞれ説明があった。Ｍ．ＱｏＳの進捗状況について質

疑応答があった。 

・第５回会合  平成１４年６月１３日 

第３回ＳＧ４全体会合の結果について報告が行われた。勧告案の作成状況や他標準化

機関との連携状況等について質疑応答が行われた。ＩＴＵキャリアコードの管理方法に

関する検討状況等について質疑応答が行われた。 

・第６回会合  平成１５年１月２０日 

第４回ＳＧ４全体会合への対処方針について検討を行った。会合出席予定者より、対

処方針及び提出寄書についてそれぞれ説明があった。 

 

２ ＳＧ４会合の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ４は、ネットワーク、ＴＭＮフレームワークを用いた設備等の管理、伝送関連の運用

手続き及び試験・測定の技術・機器に関する電気通信管理等について検討を行っている。 

ＳＧ４には、現在、１７の課題が設定され、これらの関連課題を総合的に審議するため４

つのＷＰが設置されている。ＳＧ４における検討体制を図２－１に示す。 

 

 (2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年４月８日～１９日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２１か国、８６名（うち日本から１０名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投
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票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表２－１に示すとおり、新規１２

件、改訂３件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア ＸＭＬ技術をテレコム管理に適用するｔＭＬのフレームワーク勧告の承認 

電子商取引等で普及が進むＸＭＬ技術をオペレータ間の情報交換にも適用することを目的

としたｔＭＬの検討が進み、ｔＭＬのフレームワーク勧告が承認された。これにより、通信

網装置の管理からオペレータ間の情報交換まで、幅広くＴＭＮが適用できる下地が出来つつ

ある。また、従来の電気通信網管理装置の管理制御に焦点を当てていたＴＭＮ研究が、オペ

レータ間の情報交換だけでなくＷ３Ｃ等で標準化が進められているe-コマース等のビジネス

寄りの規格との柔軟なシステム間相互運用が可能となる。 

 

イ 回線呼称 勧告Ｍ.１４００の承認 

ＩＣＣ（ＩＴＵ Ｃａｒｒｉｅｒ Ｃｏｄｅ）データの維持管理方法の確立について審議

が進み、回線呼称 勧告Ｍ.１４００の補遺１が承認された。それに伴いＴＳＢへ各国監督官

庁とＩＣＣ管理の対処について議論するよう要請がされた。今後、国内キャリアも含めたＩ

ＣＣデータベース化が進む予定である。 

 

ウ ＵＯＭ（Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｏｒｄｅｒｉｎｇ Ｍｏｄｅｌ）の検討の開始 

サービスプロバイダにおける顧客からのサービス要求をサービスプロバイダ間で情報交換

をする方法を示すＵＯＭの説明があった。他の標準化機関であるＴ１Ｍ１、ＴＣＩＦ、ＯＢ

ＦなどにおいてもＵＯＭを検討中であり、それらの標準化機関と協力しＳＧ４においてもＸ

インタフェースを検討する課題９において検討を開始する予定である。 
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表２－１ ＳＧ４会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

M.1400 

(Amd.1) 

ネットワークオペレータ間接続における呼称

（改訂１） 

WP1 

Q.2/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

M.2301 

(M.23ip) 

IP ベース NW の開通および保守における性

能目標と手順 
WP1 

Q.3/4 

新規 AAP 

2002.07.13 

M.2120 国際相互運用パス・セクション・伝送シス

テムの故障発見および切り分け手順 
WP1 

Q.3/4 

改訂 AAP 

2002.07.13 

M.2110 国際相互運用パス・セクション・伝送シス

テムの開通手順 
WP1 

Q.3/4 

改訂 AAP 

2002.07.13 

O.181 STM-N 測定装置 WP1 

Q.4/4 

改訂 AAP 

2002.05.28 

O.151 

(Corr.1) 

１次群以上のエラー測定器（正誤表１） WP1 

Q.4/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

O.150 

(Corr.1) 

デジタル伝送装置のパフォーマンス測定器

の汎用的要求条件（正誤表１） 
WP1 

Q.4/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

M.3030 

(M.tML) 

tML フレームワーク 

 
WP2 

Q.9/4 

新規 AAP 

2002.08.21 

M.3120 

(Amd.1) 

CORBA 汎用ネットワークと NEレベルの情報

モデル（改訂１）（プロテクションスイッチ

ング） 

WP3 

Q.12/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

X.780 

(Corr.2) 

CORBA 管理オブジェクト定義のための TMN

ガイドライン（正誤表 2） 

WP4 

Q.17/ 

新規 AAP 

2002.05.28 

X.780.1  

(Corr.1) 

コースグレイン CORBA 管理オブジェクト定

義のための TMN ガイドライン（正誤表１） 

WP4 

Q.17/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

Q.816  

(Corr.2) 

CORBA ベースの TMN サービス（正誤表 2） WP4 

Q.18/4 

新規 AAP 

2002.08.05 
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勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.816  

(Amd.2) 

CORBA ベースの TMN サービス）（補遺 2）（ロ

ーカル名称解決のためのユーザガイド） 

WP4 

Q.18/4 

新規 AAP 

2002.08.05 

X.780  

(Amd.1) 

CORBA 管理オブジェト定義のための TMN ガ

イドライン （補遺１）（バルクで属性抽出

するためのシステムオブジェクトとユーザ

ガイド） 

WP4 

Q.17/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

X.780.1 

(Amd.1) 

 

コースグレイン CORBA 管理オブジェクト定

義のための TMN ガイドライン）（補遺１）（バ

ルクで属性抽出するためのシステムファサ

ードとユーザガイド） 

WP4 

Q.17/4 

新規 AAP 

2002.05.28 

 



議　長：Mr. David Sidor(米）
副議長：Mr. Dmitri Cherkesov（露) 

：藤井　伸朗氏(NTT) 
：Mr. Qi Feng (中)

課題１用語と定義 Mr. Qi Feng（中）

ＷＰ１：回線呼称、性能及び試験装置
議　長：Mr. Paul Levine（米)

課題２ネットワークオペレータ間接続における呼称 Mr. Paul Levine（米)

課題３性能･故障管理のための伝送網及びサービス運用手順 Mr. Mark Leen(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

課題４ Mr. Wolfgang Miller（独）

課題５ Mr. Dan Wolaver（米)

ＷＰ２：電気通信網管理共通機能
議　長：Mr. Geoff Caryer(英)

課題７TMNの原理及びアーキテクチャ (vacant)

課題８TMNユーザインターフェース (vacant)

課題９TMN Xインターフェースの要求条件 Mr. Ken Smith （米)

課題10 Mr. Tom Grim（米）

課題11カスタマ網管理と網間管理の原理 Mr. Ken Smith（米）

ＷＰ３：電気通信網管理情報モデル
議　長：藤井　伸朗氏(NTT) 

課題12TMNインターフェースのための方法論と汎用情報モデル Mr. Knut Johannessen（ﾉﾙｳｪｰ）

課題13伝送システムの汎用的ネットワークレベル管理 吉田　龍彦氏（NTT）

課題14広帯域網とＡＴＭ装置のための情報モデル Ms. Lakshmi Raman（米）

課題16IMT-2000とINをサポートするためのTMN管理 Mr. Geoff Caryer（英）

ＷＰ４：電気通信網管理基盤機能
議　長　：Ms. Lakshmi Raman (米) 

課題17開放型分散管理の基盤 Mr.Ken Robert（米）

課題18F,Q及びXインターフェースに適用するOAM用プロトコル Mr. David Matthews（米）

課題19 Mr. Catherine Pontailler
（仏）

図２－１　ＳＧ４の構成

ＳＧ４：TMN及びネットワーク保守

通信システム及びその構成部品で使用する試験及び測定の
ための技術と装置
通信システム及びその構成部品で使用するジッタ･ワンダ
試験、測定の技術及び装置

交換機及び汎用的サポートサービスに関連する管理アプリ
ケーションのための情報モデル

統合化された回線交換(初めはIPベース網に焦点を当て
た）パケット交換網の統一管理のフレームワーク
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電磁防護・屋外設備委員会の活動状況報告

１ 電磁防護・屋外設備委員会の活動状況 

（１）はじめに 

電磁防護・屋外設備委員会は、ＳＧ５（電磁環境の影響からの防護）及びＳＧ６（屋外設

備）を担当している。 

 

（２）委員会の開催状況 

   電磁防護・屋外設備委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、次

のとおり４回の委員会を開催した。 

  ・ 第５回会合 平成１４年５月２９日 

    ＳＧ５ ＷＰ会合(６月２４日～ ６月２７日)の対処について検討が行われた。 

    また、ＳＧ６におけるＴＳＢからの質問状４件（回章８９（課題２）、回章１０１（課題

５）、回章１０２（課題１）及び回章１０３（課題３））について検討が行われた。 

  ・ 第６回会合 平成１４年７月４日 

    ＳＧ５ ＷＰ会合(６月２４日～ ６月２７日)の結果について報告が行われ、さらに第

３回ＳＧ６全体会合の対処について検討が行われた。 

  ・ 第７回会合 平成１４年９月２０日 

    第４回ＳＧ５全体会合の対処について検討が行われた。 

    また、ＳＧ６に係る遅延寄書２件（課題６及び課題８）について検討が行われた。 

  ・ 第８回会合 平成１４年１１月６日 

    第４回ＳＧ５全体会合の結果について報告が行われ、第３回ＳＧ６全体会合の結果につ

いて報告が行われた。 

２ ＳＧ５の状況

（１）はじめに

ＳＧ５はＩＴＵ－Ｔにおいて「電磁環境の影響からの防護」を研究対象とし、通信施設の

電磁防護に関する検討を行っている。

ＳＧ５で扱うＥＭＣ（電磁的両立性）の問題は幅広く、雷防護（試験、対策及びリスクア

セスメント）、電力線誘導（誘導危険電圧等）、エミッション（伝導・放射妨害波）、イミュニ

ティ（電磁波に対する耐力）及び人体安全（電磁暴露、動作電圧等）にまで及んでいる。

現在１４の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議するため２つのＷＰ

を設置して活動を行っている。（課題１４については、ＷＰではなく全体会合で審議。）

   ＳＧ５における検討体制を図３－１に示す。
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（２）会合の開催状況 

・ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ５ ＷＰ会合 平成１４年６月２４日～６月２７日 

開催地：ハンガリー国、ブダペスト市 

出席告及び出席者数：１６か国、４２名（うち日本から４名） 

・ 第４回全体会合 平成１４年１０月７日～１０月１１日 

    開催地：スイス国ジュネーヴ 

    出席国及び出席者数：２１か国、１機関、５０名（うち日本から６名） 

 

（３）検討状況 

ＡＡＰにて承認された勧告は、表３－１に示すとおり、新規１件となっている。なお、重点

項目ごとの検討状況は次のとおりである。

  ア コロケーション及びアンバンドリング（課題１関連）

    コロケーションとは、複数の事業者が通信センタ施設等を利用することを意味し、アン

バンドリングは通信ケーブルが開放され、通信ケーブル内に多様な通信サービスが展開す

ることを意味している。コロケーション及びアンバンドリングにおいては、エミッション

（伝導・放射妨害波）により近接した他の装置が誤動作したり、ケーブル内における漏話

や電磁誘導などの問題が発生することが予想される。これに対し、ＥＭＣを始め、過電圧、

接地、安全及び事業者の責任等が検討されている。次回ラポータ会合及び次会合において

勧告草案（２件）の提出を予定。

  イ 接地とボンディング（課題６関連）

    国内と海外における接地系・配電系統の違いにより、機器への雷サージの負担に大きな

差異があり、両接地間（通信と電力など）に発生する雷サージの電位差は機器に印加され

る（分離接地問題）。審議の結果、分離接地系の問題点とその対策方法を明確化するため、

接地に係わる新たな勧告案が提案された。勧告案では分離接地問題に対して、共通接地系

を導入する、機器に対して外付け雷対策を行なう、過電圧試験レベルを変更するなどの日

本提案に沿う提案がなされた。なお、課題６のラポータである木島氏が退任し、新たに日

本から富永氏がラポータ（副）に指名された。

ウ 過電圧・過電流（課題１３関連）

欧米などの共通接地系においても、通信線－電源線間などのポート間に対する雷サージ

試験の重要性が認識され、ポート間試験を過電圧勧告草案の修正案が出された。次会合以

降で、既存過電圧勧告（Ｋ．２１やＫ．４４など）の改定審議がなされる予定である。
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３ ＳＧ６の状況 

（１）はじめに 

ＳＧ６は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「屋外設備」を研究対象とし、屋外設備の損傷防護に関す

る検討を行っている。 

光ファイバ、メタリックケーブル及び関連構造物の建設、設置、接続、終端、防護に関す

る屋外設備の研究を行っており、また、これらの環境影響（電磁的プロセスを除く。）につい

ての検討も行っている。 

現在１０の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議するため２つのＷＰ

を設置して活動を行っている。 

ＳＧ６における検討体制を図３－２に示す。 

 

（２）会合の開催状況 

  ・ 第３回全体会合 平成１４年９月２３日～９月２７日 

    開催地：ベルギー国ケッセルロー 

    出席国及び出席者数：１８か国、２機関、４５名（うち日本から６名） 

 

（３）検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表３－２に示すとおり、新規１件、

改訂４件となっている。また、第３回会合にて、課題３でアンバンドルサービスについての

検討も行うことが了承され、課題名を「シェアドマルチサービスを提供するネットワーク」

に変更した。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 光ファイバケーブル網の保守（課題５関連） 

光アクセス網の多様化に対応するため、分岐型光線路網及びリング網の保守・試験方法に

ついて検討が進められた。質問状の回覧、回答の集計を行い、それらを基に、分岐型光線路

網及びリング網に対する保守・試験基準を規定する勧告草案Ｌ．ｍａｉを提出した。次回会

合にて勧告化を図る。 

 

イ クロージャ、成端・配線架、屋外設置受動部品（課題７関連） 

ラポータより提出されたクロージャ及び屋外設置受動部品の性能・環境特性に関する勧告

草案（２件）が検討され、ＡＡＰの手続きにかけられたが、ＩＥＣ ＴＣ８６Ｂにて検討中

の標準文書（IEC 61756-1）との不整合が明らかになったため、これを指摘した。今後、環

境カテゴリや試験条件についてＩＥＣの動向も踏まえて、検討を進める予定。 
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ウ 光ファイバケーブルの構造（課題８関連） 

地下用・架空用光ファイバケーブルに関連する勧告（L.10, L.26）を最新の情報を基に見

直し、かつＩＥＣ ＳＣ８６Ａ ＷＧ３で作成されている光ファイバケーブルおよび光ファ

イバケーブル試験方法の標準文書と整合をとるための検討を行い、修正勧告（２件）を提出

した。また、地下用光ファイバケーブルについての勧告（L.10）を基に直埋用光ファイバケ

ーブルに必要とされる特性の記述を追加した新勧告草案（L.43）を提出した。これら３件の

勧告草案は合意され、承認された。 
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表３－１ ＳＧ５会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

K.55 絶縁コネクタ終端に対する過電圧・過電流要求 WP1 

Q.4 

新規 AAP 

2002.8.12 

 

 

表３－２ ＳＧ６会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

L.29 浅海海底ケーブルの敷設・保守・修理記録 WP1 

Q.10/6 

改訂 AAP 

2002.01.12 

L.28 海底陸揚げケーブルの保護方法 WP1 

Q.10/6 

改訂 AAP 

2002.10.28 

L.10 地下用光ファイバケーブル WP2 

Q.8/6 

改訂 AAP 

2002.12.21 

L.26 架空用光ファイバケーブル WP2 

Q.8/6 

改訂 AAP 

2002.12.21 

L.43 直埋用光ファイバケーブル WP2 

Q.8/6 

新規 AAP 

2002.12.21 

  



ＳＧ５：電磁環境の影響からの防護
議　長 ：Mr. R. Pomponi(伊)
副議長 ：Mr. A. Zeddam(仏)
副議長 ：Mr. G. Varju(ハンガリー)

課題１４ 用語の定義（全体会合において審議） Mr. P. Whelan(英)

ＷＰ１：被害防止と安全
議　長 ：Mr. A. Zeddam(仏)

課題４ データ通信装置とアクセス網の過電圧耐力 Mr. F. Day(オーストラリア)

課題５ 固定通信、移動通信及び無線システムの雷防護 Mr. C. F. Barbosa(ブラジル)
　

課題６ グローバルな環境における電気通信システムの Mr. P. Whelan(英）
アースとボンディング 富永　哲欣氏(ＮＴＴ：Associate)

課題９ 電気通信網に対する電力及び電鉄からの妨害 Mr. H. G. Ohlin（スウェーデン）

課題１０ 電気通信設備における電磁問題の解決方法論 村川　一雄氏(ＮＴＴ)

課題１１ 電気通信環境下における人体安全に関する既存 Mr. O. Daguillon（仏）
勧告の見直しと改定

課題１３ 既存過電圧勧告の見直しと改定 Mr. P. Day（オーストラリア）

ＷＰ２：エミッション、イミュニティ及び電磁分野
議　長 ：服部　光男氏(ＮＴＴ)

課題１ 電気通信網の相互接続とアンバンドリングに 小林　隆一氏(ＮＴＴ)
おけるＥＭＣ、安全、過電圧耐力

課題２ 広帯域アクセスシステムに関するＥＭＣ Mr. C. Monney(スイス)
　

課題３ 移動体通信及び無線システムの健康への影響と Mr. C. Ferrero(伊)
安全作業方法 　

課題７ 数学的モデルによるＥＭＣ予測 Mr. D. Carpenter(英)
　 　

課題８ 電磁両立性の確保に対する適切な品質管理手法 Mrs. A. Bochicchio(伊)

課題１２ 既存ＥＭＣ勧告の見直しと改定 Mr. P. Gemma(伊)

図３－１　ＳＧ５の構成
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ＳＧ６：屋外設備
議　長 ：Mr. F. Montalti(伊)

ＷＰ１：インフラと環境問題
議　長 ：Mr. D. J. Dekker(オランダ)
副議長 ：冨田　茂氏(ＮＴＴ)

課題１ 電気通信設備の環境問題 Mrs. K. N-Skalman(スウェーデン)

課題２ 電気通信設備の火災対策 Mr. D. J. Dekker(オランダ)

課題４ 基盤設備とケーブル・装置の建設 Mr. J. L. Novoa Lozano(スペイン)
　

課題６ 微小開削溝への通信用地下ケーブル敷設 Mr. P. Trombetti(伊)

課題１０ ITU-T G.972に定義されたＭＴＣ Mr. M. Guglielmucci(伊)

ＷＰ２：通信設備の屋外への適用技術
議　長 ：　－－－
副議長 ：Mr. A. Reggiani(ブラジル)

課題３ 多対ケーブルを用いたシェアドマルチサービス Mr. W. Kang(韓)
を行うメタリック網

課題５ 光ファイバケーブル網の保守 泉田　史氏(ＮＴＴ)

課題７ クロージャ、成端・配線架、屋外設置受動部品 Mr. C. Radelet(ベルギー)

課題８ 光ファイバケーブルの構造 冨田　茂氏(ＮＴＴ)

課題９ アクセス系光ファイバ網の建設 保苅　和男氏(ＮＴＴ)

図３－２　ＳＧ６の構成
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ケーブル網・番組伝送委員会の活動状況報告 
 

１ ケーブル網・番組伝送委員会の活動状況 

(1) はじめに 

ケーブル網・番組伝送委員会は、ＳＧ９（統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・

音声伝送）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

ケーブル網・番組伝送委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、

次のとおり４回の会合を開催した。 

・第６回会合  平成１４年５月１５日 

平成１４年３月開催の、Workshop on Multimedia Convergence 及び平成１４年４月開

催の、ホームネットワーク関連（Ｑ14）ラポータ会合の結果について報告が行われた。

また、平成１４年６月に開催された第３回ＳＧ９全体会合に向けた対処方針と提出する

寄与文書について検討を行った。 

・第７回会合  平成１４年７月５日 

第３回ＳＧ９全体会合の結果について報告が行われた。また、本会合に関連した投票

について審議した。 

・第８回会合  平成１４年１１月２７日 

平成１４年８月に開催されたケーブルモデム関係（Ｑ12）ラポータ会合結果及び関係

の勧告案の状況について報告が行なわれた。また、次世代ＳＴＢに関する寄与文書素案

について検討を行なった。 

・第９回会合  平成１５年１月１５日 

第４回ＳＧ９（平成１５年３月３１日～４月４日開催予定）会合に提出する寄与文書

について検討を行なった。 

２ ＳＧ９の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ９は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送」

に関する課題を研究対象として検討を行っている。 

ＳＧ９の研究対象は、ケーブルテレビ網における映像・音声番組配信からＩＰを用いたサ

ービスや、映像・音声番組の素材伝送等、幅広い標準化作業を行っており、その成果は勧告

Ｊシリーズ（映像及び音声番組その他マルチメディア信号の伝送：１１３件）、勧告Ｎシリー

ズ（音声番組及び映像の国際伝送回線の管理：２９件）及びＰ．９００シリーズ（会話品質

のマルチメディアサービスの評価方法：５件）としてまとめられている。なお、無線による

放送の標準化を担当するＩＴＵ－Ｒ ＳＧ６や、ＩＰに関係するＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１、１３、

１６等とも互いに連携して活動を進めている。 
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ＳＧ９における検討体制を図４－１に示す。 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年６月３日～６月７日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：１６か国、２機関、７６名（うち日本から７名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて

承認された勧告は、表４－１に示すとおり、新規２３件、改訂４件、削除２件となっている。

また、以下のとおり課題の再編成が行なわれた。 

・Ｑ．１「音声番組のデジタル伝送」について、ＴＶ番組の MPEG-2 信号を PDH/SDH に変換 

するための研究課題を追加し、Ｑ．１「テレビ及び音声番組のデジタル伝送」に課題名称 

を変更した。 

・旧Ｑ．３「標準テレビジョン及び HDTV のデジタル二次分配」をＱ．２「標準テレビジョン

及び HDTV のデジタル伝送」に吸収し、新たにＱ．２「標準テレビジョン及び HDTV のデジ

タル伝送と二次分配」とした。 

・旧Ｑ．１７「広域網での管理・運用要件」及びＱ．１８「非圧縮スタジオ品質テレビジョ

ン、音声番組等の電気通信網での伝送インターフェース」について、過去２回の SG会合に

おいて寄与文書の提出がなく、今後の活動も見込めないことから研究課題から削除するこ

ととした。 

・Ｑ．２２「D-cinema 番組の伝送」について課題を新設することとした。 

 

 

ア ケーブルモデム 

米国よりDOCSIS 2.0を元に上り回線の増速と耐雑音性能の向上を図ったJ.rfi2genが、第３

回ＳＧ９会合（平成14年６月）において提案され、審議の結果、AAP手続きに付され、東京に

おいて開催されたラポータ会合及び、関係者による電話会議を経て、承認された。本勧告J.

122「双方向ケーブルテレビのための第二世代伝送システム」の主な仕様は、上り変調方式を

QPSK/8/16/32/64QAM(TDMA)及びQPSK/8/16/32/64/128QAM TCM(S-CDMA)とし、上り伝送速度を

最大30Mbpsとする勧告である。これにより、ケーブルインターネットにおいても「対称型」

の超高速インターネット接続が可能となった。 

※DOCSIS: 米国ケーブルラボが中心となって制定しているケーブル網上でデータ伝送を行うため

のインターフェース仕様（Data Over Cable System Interface Specification） 

 

 イ ホームネットワーク 

日本提案が盛り込まれた勧告案 J.hna は、第３回ＳＧ９会合においてＡＡＰ手続に付され

ることが決定し、平成１４年７月に J.190 として承認された。さらに同会合においては、Ｍ

ＰＥＧベースの放送信号とＩＰベースの通信信号の両方を柔軟に処理することが可能な次世
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代ＳＴＢに関して継続審議することとなった。現在国内において検討作業が進められている

が、次回会合においては、ラポータから次世代 STB に関する提案がなされる予定。 

 

ウ ＩＰCablecom 

第３回会合においては、２件の勧告案(J.as,J.memmib)について consent され、ＡＡＰ手続

に付され J.175,J.176 として承認された。また、緊急通信サービスに関する勧告案(J.et)に

ついては、次回もしくは次々回のＳＧ９会合において、J.160 への Supplement として勧告化

を目指す予定。IＰCablecom シグナリングプロトコルに関する勧告 J.165 については、次回

会合において J.165Appendix1 を勧告本体に格上げするという修正提案の consent を目指し、

審議される予定。 

 

エ ネットワーク 

第３回会合では、日本提案の２件（J.187(mpph)、J.189(mbi)）を含め４件が consent され、

ＡＡＰ手続を経て承認された。特にメタデータについては J.97(J.metadata)に関連して、Ｖ

oＤに特化したケーブルネットワークにおけるメタデータに関する要求事項をまとめた新勧

告案 J.metadata,req が検討されており、今後動向を注視する必要がある。 

 

 オ Ｄ―シネマ 

Ｄ－シネマは、デジタル化された映画コンテンツをネットワークを介して映画館に配信す

るための技術であり、第３回会合において研究課題として追加された。新勧告案 J.tdcine（Ｍ

ＰＥＧ－２ＨＤＴＶ信号を利用したＤシネマの伝送）は、次回会合での consent を目指して

いる。なお、第３回会合では、ＩＴＵ－Ｒ ＳＧ６及びＩＳＯ／ＩＥＣ（ＭＰＥＧ）へのリ

エゾン文書が提案されたが、ＩＴＵ－Ｒ、ＭＰＥＧそれぞれにおいてＤ－シネマ関係の標準

化が進められており、ＳＧ９からのリエゾンは時期尚早として取り下げられた。 
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表４－１ ＳＧ９会合等において承認（削除）された勧告一覧 
（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

J.1 ＳＧ９で使用する用語の意味・定義について  削除 回章 127 
2002.9.23 

J.96 
(Amd.1) 

長距離 MPEG-2 伝送のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ強化 Q.6/9 改訂 AAP 
2002.07.28 

J.97 
(J.metadata) 

ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸにおけるﾒﾀﾃﾞｰﾀ Q.2/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.112 
AnnexB 
Amendment1 

ﾃﾞｰﾀ・ｵｰﾊﾞ・ｹｰﾌﾞﾙ（ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ）ｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様：
無線周波数ｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様改訂１ 

Q.12/9 改訂 AAP 
2002.2.12 

J.112 
AnnexC 
Amendment1 

ﾃﾞｰﾀ・ｵｰﾊﾞ・ｹｰﾌﾞﾙ（ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ）ｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様：
QAM 技術を用いた無線周波数ｲﾝﾀﾌｪｰｽ仕様改
訂１ 

Q.12/9 改訂 AAP 
2002.2.12 

J.121 
(J.qweb) 

ｳｪﾌﾞｷｬｽﾄにおける品質制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙ Q.7/9 新規 AAP 
2002.2.12 

J.122 
(J.rfi2gen) 
 

双方向ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞのための第二世代伝送ｼｽﾃﾑ Q.12/9 新規 AAP 
2002.12.6 

J.123 
(J.mfweb) 

ｳｪﾌﾞｷｬｽﾃｨﾝｸﾞのための多重化ﾌｫｰﾏｯﾄ Q.7/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.133 
(J.pcr) 

ﾈｯﾄﾜｰｸ上の MPEG-2TS の測定 Q.20/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.146 
(J.lpl) 

素材伝送における会話型 TV 番組のﾙｰﾌﾟ遅延
問題 

Q.4,21/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.147 
(J.ists) 

信号埋め込みによる画質客観評価 Q.4,21/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.160 (IPCablecom)ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑを用いた時間に厳し

いｻｰﾋﾞｽの配信のためのﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・ｱｰｷﾃｸﾁｬ 
Q.13/9 

新規 AAP 
2002.02.12 

J.162 
Addendum1 

(IPCablecom)ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑを用いた時間に厳し
いｻｰﾋﾞｽの配信のためのﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・ｱｰｷﾃｸﾁｬ 補
遺１ 

Q.13/9 改訂 AAP 
2002.02.12 

J.165 
(J.istp) 

IPCablecom ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ伝送ﾌﾟﾛﾄｺﾙ Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.170 
(J.sec) 

IPCablecom ｾｷｭﾘﾃｨ資料 Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.171 
(J.tgcp) 

IPCablecom ｹﾞｰﾄｳｪｲ呼・信号ﾌﾟﾛﾄｺﾙ Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.172 
(J.mem) 

IPCablecom ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ・ｲﾍﾞﾝﾄ構造 Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 
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勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

J.173 
(J.pls) 

IPCablecom 埋め込み MTA ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ﾗｲﾝのｻﾎﾟｰﾄ Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.174 
(J.iqos) 

IPCablecom ｲﾝﾀｰﾄﾞﾒｲﾝ Qos Q.13/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.175 
(J.as) 

ｵｰﾃﾞｨｵｻｰﾊﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ Q.13/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.176 
(J.memmib) 

IPCablecom 監視機能のための監視情報ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ 

Q.13/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.185 
(J.fmc) 

FM 一括変換による多ﾁｬﾝﾈﾙ映像の光ｱｸｾｽ伝送
装置 

Q.16/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.186 
(J.scm) 

ｻﾌﾞｷｬﾘｱ多重(SCM)による多ﾁｬﾝﾈﾙ映像の光ｱｸｾ
ｽ伝送装置 

Q.16/9 新規 AAP 
2002.02.12 

J.187 
(J.mpph) 

MPEG-2 を用いた HDTV 信号素材伝送、一次分
配方式 

Q.11/9 新規 AAP 
2002.07.28 
 

J.188 
(J.ret) 

高能率映像二重圧縮伝送のﾌﾚｰﾑﾜｰｸ Q.2,4, 
21/9 

新規 AAP 
2002.07.28 

J.189 
(J.mbi) 

MPEG-2 ﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑのｼｰﾑﾚｽｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ Q.11/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.190 
(J.hna) 

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸのｱｰｷﾃｸﾁｬ Q.14/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.191 ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑの IP 拡張ﾊﾟｯｹｰｼﾞ Q.12/9 新規 AAP 
2002.07.28 

J.suplement4 専門用語について  削除 第３回会合 
郵便投票 

 



ＳＧ９：統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送
   議　長：Mr.Richard Green(米)
   副議長：松本　修一氏(KDDI)
   副議長：Mr.Charles Sandbank(米)
   副議長：Mr.Yuriy D. Shavdia(露)

課題１ 音声及びテレビ番組のデジタル伝送 Mr.Yuriy Shavdiya(露)

課題２ 標準テレビジョン及びHDTVのデジタル伝送と二次分配 川田　亮一氏(KDDI)

課題４ テレビジョン分配網でのQoSの測定と操作 Ms.Alina Karwowska-Lamparska
(ﾎ ﾟー ﾗﾝﾄ )゙
Mr.Lionel Durant(英) Associate

課題５ 双方向ケーブルテレビ網 松本　檀氏(NEC)

課題６ デジタルケーブルテレビでの視聴制限方法 Mr.Richard Prodan(米)

課題７ ウェブキャスティングの方法と要件 宮地　悟史氏(KDDI)

課題８ ケーブル網での番組インタフェース(API) Mr.Charles Sandbank(英)

課題９ ケーブルテレビSTBの機能の要件 松本　檀氏(NEC)
Mr.Bernard Mcewen(英) Associate

課題10 公衆網等とケーブル網との相互接続の機能特性 Mr.Neil Olsen(米)
Mr.Richard Catchpole(英) Associate

課題11 MPEG-2番組挿入 松本　修一氏(KDDI)

課題12 IP/パケットを用いたマルチメディアへの応用 Mr.Rouzbeh Yassini(米)
Mr.Richard Catchpole(英) Associate

課題13 IP音声・映像アプリケーション Mr.Edward Miller(米)
Mr.Volker Leisse(独) Associate

課題14 ホームネットワークへのケーブルサービスの拡張 Mr.James Dahl(米)
Mr.Stephen Palm(米) Associate
Mr.Lawrence M.Palmer(米) Associate

課題15 高速ウェブ・キャスティング 宮地　悟史氏(KDDI)

課題16 光アクセス系多チャンネル・アナログ/ディジタル映像信号伝送 菊島　浩二氏(NTT)

課題19 IP技術を用いた映像・音声一次分配 平川　秀治氏（東芝）

課題20 電気通信網によるMPEG-2信号伝送の品質条件 Mr.Lionel Durant(英)

課題21 会話品質のマルチメディアサービスの客観的・主観的評価方法 Mr.Arthur Webster(米)

Mr.David Hands(英) Associate

課題22 D-cinema番組の伝送 Mr.Paolo Zaccarian(伊)
松本　修一氏(KDDI) Associate
Mr.Charles Sandbank(英) Associate

図４－１　ＳＧ９の構成
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プロトコル委員会の活動状況報告 
 

１ プロトコル委員会の活動状況 

(1) はじめに 

プロトコル委員会は、ＳＧ１１（信号要件及びプロトコル）及びＳＧ１７（データ網及び

電気通信ソフトウェア）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

プロトコル委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２７日）以降、次のとおり

４回の委員会を開催した。 

・第６回会合  平成１４年２月１日 

第５回ＡＳＴＡＰ総会（Information Security EG）の結果について報告が行われた。 

第１回ＳＧ１７会合への対処について説明があり、了承された。また、ＡＰＴ共同提

案「ＰＫＩ技術に基づく安全なモバイルシステム構築のためのガイドライン」について出席

予定者より説明があり、日本の賛同が了承された。 

第３回ＳＧ１１会合への対処について説明があり、了承された。 

平成１４年５月にソウルにおいて開催予定のワークショップについて情報提供がなさ

れた。 

 

・第７回会合  平成１４年５月３０日 

第３回ＳＧ１１会合の結果について報告が行われた。また、ＩＴＵ－ＴにおけるＮＧ

Ｎ（Next Generation Network）及びＩＰ網への取組等について意見交換が行われた。 

第１回ＳＧ１７会合の結果について報告が行われた。また、ＩＴＵ－Ｔにおける情報

セキュリティへの取組等の方針について意見交換が行われた。 

 

・第８回会合  平成１４年１０月２３日 

第４回ＳＧ１１会合への対処について説明があり了承された。 

第２回ＳＧ１７会合への対処について説明があり了承された。日本が中心となって作

成したＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１７課題１０に提出予定のＡＰＴ共同提案「情報セキュリティ

マネジメントのテレコム実装要求条件」について出席予定者より説明があり、日本の賛

同が了承された。また、事前の文書審議により日本賛同と決まった、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ

１７課題１０へ提出予定のＡＰＴ共同提案「モバイルセキュリティ技術のフレームワー

ク」について会合出席者より説明が行われた。 

 

・第９回会合  平成１５年１月８日 
第４回ＳＧ１１会合の結果について報告が行われた。 
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第２回ＳＧ１７会合の結果について報告が行われ、ＩＴＵ－Ｔを横断するセキュリティ

プロジェクトの設立について説明された。 

 

２ ＳＧ１１の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１１は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「信号要件及びプロトコル」に関する課題を研究対象と

し、インテリジェントネットワーク（ＩＮ）、ベアラ非依存呼制御（ＢＩＣＣ）等について検

討を行っている。 

ＳＧ１１には、現在１６の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議する

ため４つのＷＰが設置されている。 

ＳＧ１１における検討体制を図５－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年２月１８日～３月１日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２４か国、３機関、１２１名（うち日本から１５名） 

・第４回全体会合  平成１４年１１月１１日～２２日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２８か国、１０３名（うち日本から１４名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又はＡＡＰにて承認された勧告は、表５－１に示すとおり、新規２１件、改訂９件となっ

ている。また、この期間中に課題１６（アを参照）が新たに承認された。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

ア 研究課題の新設 

第４回ＳＧ１１全体会合において、「ＩＰセッション制御プロトコル内のＰＳＴＮ／ＩＳＤ

Ｎ提供のためのメカニズムに基づいたシンタックス言語」に関して検討を行う課題１６が設

置された。 

 

イ ＡＰＩリファレンスドキュメントの作成 

ＡＰＩ（Application Program Interface）についてはＪＡＩＮ、ＥＴＳＩ、３ＧＰＰなど、

ＩＴＵ－Ｔの外部の多くの団体で検討が進められているため、これらの検討状況を比較し、

それぞれの適用範囲を明確化するためのＡＰＩリファレンスドキュメントを作成しており、

ドラフトの改版を重ね、第４回会合において補遺（Supplement）として承認された。 

 

ウ ベアラ非依存呼制御（ＢＩＣＣ） 
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現在の電話網／ＩＳＤＮからＩＰ形のネットワークへの円滑な発展を目的として開発され

たベアラ非依存呼制御（ＢＩＣＣ：Bearer Independent Call Control）について、これまで

能力セット１（ＡＴＭベアラ）、能力セット２（ＩＰベアラ）の勧告化が終了し、現在、能力

セット３（各種のインターワーキング機能）に関するプロトコルの検討や、ＩＥＴＦで検討

されているＳＩＰプロトコルとＳＩＰ／ＩＳＵＰとのインタワーキングに関するプロトコル

の検討等が行われてきているが、検討項目が多いこと等から次回会合以降への継続検討とな

っている。 

 

３ ＳＧ１７の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１７は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「データ網及び電気通信ソフトウェア」に関する課題を

研究対象とし、データコミュニケーションネットワーク、開放型システム通信及び記述言語

及びその使用方法等について検討を行っている。 

ＳＧ１７には、現在２８の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議する

ため５つのＷＰが設置されている。 

ＳＧ１７における検討体制を図５－２に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１４年２月２７日～３月８日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２３か国、２機関、９０名（うち日本から９名） 

・第２回全体会合  平成１４年１１月２０日～２９日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２６か国、２機関、８９名（うち日本から９名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又はＡＡＰにて承認された勧告は、表５－２に示すとおり、新規５件、改訂１０件、削除

５件となっている。また、この期間中に課題２８（アを参照）が新たに承認され、課題１０

（イを参照）が改訂された。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

ア 研究課題の新設 

第２回ＳＧ１７全体会合において、「勧告における言語文法定義」に関して検討を行う課題

２８が設置された。 

勧告Ｚシリーズ及びその他のシリーズにおいてＩＴＵ－Ｔにおける記述文法を定義してい

るが、定義されずに使用されているＩＴＵ－Ｔ記述文法も存在するため、本課題においてＩ

ＴＵ－Ｔ勧告における言語文法定義の整合性を確保する勧告を作成する予定である。 
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イ 研究課題の改訂 

第２回ＳＧ１７全体会合において、課題１０において「セキュリティサービス及びシステ

ム」から「情報通信システム及びサービスにおけるセキュリティ要件、モデル及びガイドラ

イン」へ改訂された。 

 これは課題１０での活動の現状に即し課題１０で取り上げる議題をより具体的に示した

ものであり、セキュリティ関連組織／機関と密に連携を取りつつ検討が進められる予定であ

る。 

 

ウ ネットワークセキュリティ関連勧告の作成 

ネットワークセキュリティのリードＳＧとして、セキュリティ関連の勧告作成を行ってい

る。今後は、①ネットワークセキュリティマネジメント、②テレバイオメトリクス、③モバ

イルセキュリティ、④情報通信システムのセキュリティを中心に活動を行う予定である。我

が国からも、情報セキュリティマネジメントのテレコム実装要件に関する勧告の基本的考え

方及び、モバイルセキュリティ技術のフレームワーク（ＰＫＩをベースにしたセキュアモバ

イルシステムの実装に関するケーススタディ）に関する寄書を提案するなど、積極的に検討

に参加しているところである。 

また、第２回ＳＧ１７全体会合においてＩＴＵ－Ｔを横断するセキュリティプロジェクト

が設立された。 

 

エ フレームリレー関連勧告の作成 

フレームリレーのリードＳＧとして、ＳＧ２、３、１１、１３等とリエゾン活動を行い、

ＯＡＭ（運用・管理）機能の研究、ＧＩＩに適用した拡張、フレームリレーデータ伝送に関

連したデータ回線終端装置（ＤＣＥ：Data Circuit terminating Equipment）とデータ端末

装置（ＤＴＥ：Data Terminal Equipment）間のインターフェース、ＮＮＩ（Network-Network 

Interface）の拡張等について検討を行っている。ＦＲＦ、ＩＥＴＦ、ＳＧ１３、ＳＧ1７と

協調しＭＰＬＳ（マルチプロトコル・ラベルスイッチング）等とフレームリレーとのインタ

ーワーキングについて、作業が引き続き行われる予定である。ＳＧ１１から移管された勧告

Ｑ．９３３と勧告Ｘ．３６の重複をなくすとともに、Ｘ．３６との整合性を改善するための

検討が行われ、第２回ＳＧ１７会合において改定案の承認手続きの開始が合意された。 
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表５－１ ＳＧ１１会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課

題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.2112 Amdt2 Ethernet 上の SSCOPMCE のための API WP4 

Q.13/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.715 信号接続制御部（SCCP）のユーザガイ

ド 

WP4 

Q.13/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.781 MTP レイヤ 2の試験規定 WP4 

Q.13/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.782 MTP レイヤ 3への試験規定 WP4 

Q.13/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.2630.2 

Annex D 

AAL Type2 信号プロトコルの SDL 定義 WP4 

Q.15/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.1901 Corr1 

 

BICC プロトコル WP3 

Q.11/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.1902.3 

Corr1 

BICC 能力セット 2 及び No.7 信号方式

－ISUP フォーマット及びコード 

WP3 

Q.11/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.1902.4 

Corr1 

BICC 能力セット基本呼手順 WP3 

Q.11/11 

改訂 AAP 

2002.4.12 

Q.1930 BICC アクセスネットワークプロトコ

ル 

WP3 

Q.11/11 

新規 AAP 

2002.4.12 

Q.50.2 IP ネットワーク上の DCME 制御プロト

コル 

WP3 

Q.10/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.115.0 SPNE の制御プロトコル WP3 

Q.10/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.115.1 エコー制御装置の制御ロジック WP3 

Q.10/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q1922.4 BICC と INAP CS4 とのインタラクショ

ン 

WP3 

Q.11/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.1950 BICC 呼－ベアラ制御プロトコル WP3 

Q.11/11 

改訂 AAP 

2002.12.28 

Q.931  

Amd. 1 

DME 提供のための拡張 WP3 

Q.12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 
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勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課

題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.761 

Amd.2 

国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12 

/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.762 

Amd. 1 

国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12 

/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.763 

Amd.2 

国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.764 

Amd.2 

国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.767 

Amd.1 

国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.1902.1 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.1902.2 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.1902.3 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.1902.4 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.2761 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.2762 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.2763 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.2764 国際緊急呼サポート WP3 

Q.11&12/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q.2150.3 

 

SCTP における信号転送コンバータ WP4 

Q.13/11 

新規 AAP 

2002.12.28 

Q. 2220 

 

転送非依存 SCCP WP4 

Q.13/11 

新規 AAP 

2002.12.28 
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表５－２ ＳＧ１７会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課

題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

X.86/Y/1323 Amd. 

1 

LAPS を用いたイーサネット  

レート・リミティングに関するイー

サネットフローコントロール使用  

WP2 

Q.7/17 

新規 AAP 

2002.4.12 

X.110 パブリックデータネットワークに

おける国際間ルーティング原則及

びルーティング計画 

WP1 

Q3/17 

改訂 AAP 

2002.4.12 

X.509 (2000) 

Cor. 2 

ディレクトリ：公開鍵及び属性証明

の枠組み 

WP2 

Q.9/17 

新規 AAP 

2002.4.12 

X.509 (1997) 

Cor. 4 

ディレクトリ：公開鍵及び属性証明

の枠組み 

WP2 

Q.9/17 

新規 AAP 

2002.4.12 

X.520 (2001) 

Cor. 1 

ディレクトリ：属性タイプ WP2 

Q.9/17 

新規 AAP 

2002.4.12 

X.520 (1997) 

Cor. 3 

ディレクトリ：属性タイプ WP2 

Q.9/17 

新規 AAP 

2002.4.12 

X.292 ITU－T アプリケーション勧告にお

ける OSI 適合テスト方法論及びフ

レームワーク TTCN 

WP4 

Q.19/17 

改訂 AAP 

2002.5.13 

X.680 ASN.1：基本表記詳細 WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 

X.681 ASN.1：情報オブジェクト仕様 WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 

X.682 ASN.1：制約条件詳細 WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 

X.683 ASN.1:ASN.1 仕様のパラメータ化 WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 

X.690 ASN.1：BER（基本符号化規則）、CER

（正規符号化規則）及び DER（上級

符号化規則） 

WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 

X.691 ASN.1：エンコーディングルール：

PER 詳細 

WP3 

Q.12/17 

改訂 AAP 

2002.7.13 
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勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究課

題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Z.100 仕様記述言語（SDL） Annex F WP3 

Q.13/17 

改訂 AAP 

2002.8.5 

Z.106 仕様記述言語（SDL）用共通置換フ

ォーマット 

WP3 

Q.13/17 

改訂 AAP 

2002.8.5 

X.581 オープンシステム相互接続  ディ

レクトリ:ディレクトリアクセスプ

ロトコル PICS プロフォーマ 

WP2 

Q.9/17 

削除 回章 109 

2002.6.13 

X.582  オープンシステム相互接続  ディ

レクトリ:ディレクトリシステムプ

ロトコル PICS プロフォーマ 

WP2 

Q.9/17 

削除 回章 109 

2002.6.13 

Z.120 

/Annex C 

メッセージ シーケンス チャート

(MSC) Annex C 

WP3 

Q.15/17 

削除 回章 109 

2002.6.13 

X.208  ASN.1 仕様 WP3 

Q.12/17 

削除 回章 130 

2002.10.31 

X.209  ASN.1エンコーディング ルール 仕

様 

WP3 

Q.12/17 

削除 回章 130 

2002.10.31 

 



ＳＧ11：信号要件及びプロトコル
議　長 ：平松　幸男氏(NTT)
副議長 ：Mr. Alain Le Roux(仏)
副議長 ：Mr. Greg Ratta(米)

ＷＰ１：ＩＮのアプリケーション
議　長 ：Mr. J. Hilton(米)
副議長 ：Ms. J. Humphrey(英)、Mr. W. Zeuch(米)

課題１ インターネットサービス、ＩＮベース新規付加価値 Mr. J. Dobrowolski(米)
サービスのためのシグナリング要求条件

課題２ 固定網におけるＶＨＥ提供のためのネットワーク信号 Mr. J. Dobrowolski(米)
方式要求条件 （暫定）

課題３ 固定網における移動性を提供するためのネットワーク Mr. B. Chatras(仏)
信号方式プロトコル （暫定）

課題４ 信号方式のためのＡＰＩ／オブジェクトインター 松本　健一郎氏(NTT)
フェースとアーキテクチャ

課題５ ＩＮ能力セット拡張のためのプロトコル Mr. B. Chatras(仏)

ＷＰ２：ＩＰベース、他拡張ネットワークアプリケーションの信号方式要求条件
議　長 ：Mr. G. Ratta(米)
副議長 ：Mr. D. Knight(英)

課題６ ダイヤルアップインターネットアクセスとＩＰ網上の Mr. K. Mainwaring
音声、データ、マルチメディア通信の両者のインター (ｽｳｪｰﾃ ﾝ゙)
ワークサービスの提供のための信号方式要求条件

課題７ ＩＳＰを効果的に特定して、トラヒックを向けるため 釼吉　薫氏(NEC)
の信号方式要求条件

課題８ コネクション制御における動的な帯域とＱｏＳ要求の
柔軟な管理のための信号方式要求条件

課題９ ＢＩＣＣアプリケーション提供のための信号方式要求 Mr. L.Graf(豪)
条件

ＷＰ３：ＢＩＣＣと従来プロトコルの技術検討
議　長 ：Mr. A. Le Roux(仏)
副議長 ：Mr. M. Dolly(米)

課題10 信号処理装置と遠隔転送ノードの制御に関する信号 Mr. P. Goldstein(スイス)
方式要求条件

課題11 ＢＩＣＣアプリケーション提供のためのプロトコル Mr. S. Norreys(英)
Mr. C. Groves(豪) Associate
Mr. T. Taylor(加)Associate
Mr. R.Munch(独)Associate

課題12 狭帯域、広帯域サービス拡張のためのアクセス及び Mr. R. Munch(独)Associate
ネットワーク信号方式 Mr. O. Le Grand(仏) Associate

Mr. S. Norreys(英)

課題16 IPセッション制御プロトコル内のPSTN/ISDN提供のための Mr. R. Kapoor(米)
メカニズムに基づいたシンタックス言語

ＷＰ４：ＡＡＬ２信号方式と共通信号方式プロトコルの技術検討
議　長 ：Mr. K. Waber(スイス)
副議長 ：Mr. D. Adams(英)

課題13 共通転送プロトコル Mr. P. Schicker(スイス)
Mr. R. Scott(英) Associate

課題14 プロトコル試験仕様 未定

課題15 ＡＡＬタイプ２ベアラ提供のためのプロコトル Mr. I. Rytina(豪)

図５－１　ＳＧ１１の構成
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ＳＧ１７：データ網及び電気通信ソフトウェア
議　長 ：Mr. Herb BERTINE (米)、Mr. Amardeo SARMA (独)
副議長 ：Mr. Byoung-Moon CHIN (韓)、Mr. Vladimir EFIMOUCHKINE (露)、

　Mr. Ostap MONKEWICH (加)、Mr. Arve MEISINGSET (ノルウェー)、
　Mr. Valentine OSSIPOV (露)

ＷＰ１：データ網
議　長 ：Mr. Edmond BLAUSTEN  (米)

課題１ データ通信を提供するネットワークのための技術的特性、 Mr. V. Ossipov(露)
サービスクラス、ファシリティ及びアクセスカテゴリ

課題２ データ通信網における網性能及びサービス品質 Mr. G. Couch(米)
課題３ 公衆データ網のナンバリング及びルーティング Mr. P. R. Hicks(豪)
課題４ アクセスとインターワーキング手順 Mr. M. S. Berlant(米)
課題５ フレームリレーサービスを提供又は利用する端末及び Mr. M. S. Berlant(米)

公衆網に適用できるインターフェースと信号方式
課題６ データネットワーク勧告の改訂 Mr. Edmond BLAUSTEN (米)

ＷＰ２：開放型システムテクノロジー
議　長 ：Mr. B.-M. Chin(韓)

課題７ ＩＰ関連の下位層プロトコルとサービスメカニズム Mr. S. Yu(中)
課題８ エンドトゥエンドＱｏＳマルチキャスト通信 Mr. S.-G. Kang(韓)
課題９ ディレクトリサービス及びシステム Mr. Erik ANDERSEN (ﾃ ﾝ゙ﾏｰｸ)
課題10 情報通信システム及びサービスにおける 大野　浩之氏(CRL)

セキュリティ要件、モデル及びガイドライン
課題11 ＯＳＩ勧告の改訂 Mr. S. P. Van Trees(米)

ＷＰ３：言語及び記述
議　長 ：Mr. R. Reed(英)

課題12 言語記述概論１ Mr. O. Dubuisson(仏)
課題13 ＳＤＬ：仕様記述言語 Mr. T. Weigert(米)
課題14 ＳＤＬの保守及びサポート符号化 Mr. R. Reed(英)
課題15 ＭＳＣ：メッセージシーケンスチャート Mr. C. Jervis(英)
課題16 ＭＳＣに対するＳＤＬデータ製本 Mr. M. Andersson(ｽｳｪｰﾃ ﾝ゙)
課題17 ＵＭＬとＩＴＵ－Ｔ言語との結合 Mr. T. Weigert(米)（暫定）
課題18 ＵＲＮ：ユーザー需要表示 Mr. Daniel AMYOT (加)
課題28 勧告における言語文法定義 Mr. Rick Reed（英）

ＷＰ４：品質及び方法
議　長 ：Mr. O. Monkewich(加)

課題19 情報・通信プロトコルの試験 Mr. S. Kang(韓)
課題20 言語試験と形式モデルの認証基準 Mr. D. Hogrefe(独)
課題21 品質保証、方法論と技術の記述の使用について Mr. O. HYDBOM(ｽｳｪｰﾃ ﾝ゙)
課題22 プロトコル勧告の品質様相 Mr. O. Monkevich(加)
課題23 ＩＴＵ－Ｔ用語における時間表現と性能注記 Mr. D. Vincent(仏)

ＷＰ５：分散オブジェクト技術
議　長 ：Mr. A. Meisingset(ノルウェー)

課題24 ＯＤＬ：目的定義言語 Mr. J. Fischer(独)
課題25 ＤＣＬ：展開と構成言語 Mr. J. Fischer(独)
課題26 開放型分散処理 Mr. A. Meisingset(ノルウェー)
課題27 電気通信システムのためのソフトウェアプラットフォ Mr. A. Meisingset(ノルウェー)

ーム及びミドルウェア

図５－２　ＳＧ１７の構成
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伝達網・品質委員会の活動状況報告 

 

１ 伝達網・品質委員会の活動状況 

(1) はじめに 

伝達網・品質委員会は、ＳＧ１２（ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性

能）及びＳＧ１５（光及びその他の伝達網）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

伝達網・品質委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２８日）以降、次のとお

り３回の会合を開催した。 

・第４回会合  平成１４年４月１０日 

第３回ＳＧ１２及びＳＧ１５全体会合への対処方針及び寄書案について検討が行われ

た。検討の結果、２６件の寄書が提出されることとなった。 

・第５回会合  平成１４年６月２０日 

第３回ＳＧ１２及びＳＧ１５全体会合の結果報告が行われた。 

・第６回会合  平成１４年１２月２４日 

第４回ＳＧ１２及びＳＧ１５全体会合への対処方針及び寄書案について検討が行われ

た。 

 

２ ＳＧ１２の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１２は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性

能」に関する課題を研究対象とし、３つのＷＰを設置して検討を行っている。また、ＳＧ１

２は、ＩＴＵ－Ｔにおけるサービス品質及び性能に関するリードＳＧでもある。 

ＳＧ１２における検討体制を図６－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年５月２０日～５月２４日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２１か国、１機関（ＥＴＳＩ）、５４名（うち日本から０名） 

・第４回全体会合  平成１５年１月２７日～１月３１日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：会合開催中のため、未定。 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投
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票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表６－１に示すとおり、新規１件、

改訂３件、削除３件となっている。なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア テレフォノメトリー及び端末 

  通信端末の音響特性等を測定するために使用される人工耳のモデルについて規定する勧告

Ｐ．５７がＡＡＰにより承認された。 

また、コードレス及び移動デジタル端末の伝送特性（Ｐ．３１３）、テレフォノメトリーに 

用いる試験信号（Ｐ．５０１）、複合試験信号を用いた音声通信システムのための客観評価方

法（Ｐ．５０２）等の改訂作業や、音響特性向上のための音声処理装置（Ｐ．ＳＰＤＡ）、ヘ

ッドホン解析方法（Ｐ．３８０）等のマルチメディア端末の品質に関する勧告の草案作成が

開始され、２００３～２００４年頃の承認を目標に進められている。 

 

イ 端末の性能測定 

   ランダムパケット損失を考慮したＥモデルの改訂勧告案Ｇ．１０７や受話器モデルからの

機器損失要因の算出方法に関する勧告案Ｐ．８３４がＡＡＰにより承認された。 

   また、インターネット/公衆回線交換接続混在状況下での音声帯域サービス伝送計画（Ｇ．

１７７）の改訂作業が今後行われていく予定である。 

    

 ウ ＩＰのサービス品質 

   ＶｏＩＰサービスをサポートする相互接続されたＩＰ網の伝送計画（G．VoIP－Islands）

や、回線交換型音声及び音声帯域データサービスをサポートする相互接続されたＩＰ網の伝

送計画（G．SaVB-Islands）等、多重ＩＰドメイン間の相互運用の影響に関する勧告案はまだ

草案作成段階のものが多い。 

一方で、音声サービスに影響を及ぼすＩＰ網の伝送特性パラメータ（G．IPP）や、ＩＰ接

続上の音声帯域サービス伝送計画（G．17x）等、ＩＰ網上で伝送される音声帯域サービスの

伝送性能に関する勧告案は、２００３年の承認を目標に作業が進められている。 

   

３ ＳＧ１５の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１５は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「光及びその他の伝達網」に関する課題を研究対象とし、

ネットワークアクセス、ネットワーク信号処理、光伝達網の構造、光伝達網の技術等につい

て検討を行っている。 

ＳＧ１５は、アクセス網及び光技術のリードＳＧとして、現在１９の課題が設定されてお

り、これらの関連課題を総合的に審議するため５つのＷＰが設定されている。 

ＳＧ１５における検討体制を図６－２に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年４月２９日～５月１０日 
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開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２４か国、２８５名（うち日本から３８名） 

・第４回全体会合  平成１５年１月２０日～１月３１日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２３か国、１機関、２８７名（うち日本から４５名） 

 

(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月まで、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投票

又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表６－２に示すとおり、新規１２件、

改訂１９件（訂正及び追補を含む。）、削除２件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

ア アクセス網 

(ｱ) Ｂ－ＰＯＮ及びＧ－ＰＯＮ関連 

Ｂ－ＰＯＮ（Broadband-Passive Optical Networks）関連では、ＳＧ１５第３回会合にお

いて、ＯＮＴ管理制御に関してこれまでの勧告をまとめて改版を行った勧告案Ｇ．９８３．

２、波長多重に上り６２２Ｍｂｐｓを追加する改訂勧告案Ｇ．９８３．３．Ａｍｄ１、Ｂ

－ＰＯＮの二重化による高信頼化機能を追加するためのＯＭＣＩ（ONT Management and 

Control Interface）仕様を規定した新規勧告案Ｇ．９８３．６がＡＡＰにより承認された。 

ＳＧ１５第４回会合では、ギガビットの伝送容量を持つＧ－ＰＯＮ（Gigabit-Passive 

Optical Networks）について、電気通信事業者側から見たサービス要求条件に関する勧告案

G.PON.gsr、伝送速度や送受信光強度などの物理レイヤを規定した勧告案G.PON.pmdのコン

セントを予定している。 

今後、Ｇ－ＰＯＮシステムのフレーム構成や制御シーケンスなどのＴＣ（Transmission 

Convergence）レイヤを規定した勧告案G.GPON.gtcが２００３年を目標にコンセントを予定。 

  (ｲ) ＡＤＳＬ関連 

既存のメタリック回線を利用した高速デジタル加入者伝送方式で最も代表的なＡＤＳＬ

（Asymmetrical Digital Subscriber Line）は、１９９９年６月にＧ．９９２．１（フル

レートADSL）及びＧ．９９２．２（スプリッタレスADSL）として勧告化された。その後、

ＳＧ１５第３回会合において、Ｇ．９９２．１及びＧ．９９２．２に伝送速度・伝送距離

の改善、低消費電力等を図った勧告案Ｇ．９９２．３及び勧告案Ｇ．９９２．４がＡＡＰ

により承認された。 

ＳＧ１５第４回会合では、下り信号の使用帯域を従来の 1.1MHz から 2.2MHz に拡張する

ことで、下り伝送速度を最大 16Mbps 以上の高速化を図った勧告案 G.adslplus 及び勧告案

G.992.1 Annex I がコンセントを予定している。なお、勧告案 G.992.1 Annex I は、G.992.1 

Annex C(TCM-ISDN 環境下仕様)をベースとしたものである。 

今後は、勧告案 G.adslplus の Annex C 仕様について、次回会合でのコンセントを予定。 

   (ｳ) 電力線搬送関連 

     ＳＧ１５第３回会合において、前回会合で検討が開始されたようとした電力線搬送技
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術（ＰＬＴ）の課題の設置の是非を問う審議が行われた。英国から、ＰＬＴによる電磁

波の漏洩が既存の無線局へ与える影響について危惧されるとのことで、欧州では２００

２年度末を目途に妨害の有無を調査することとし、結論が出るまではＰＬＴの検討は行

わないこととした。 

 

イ 光伝達網の技術 

   (ｱ) 光ファイバ関連 

ＳＧ１５第３回会合において、ＳからＬバンドを通して使用が可能な光ファイバを新

たなファイバカテゴリとする、新ファイバの勧告を作成することが提案された。本提案

では、波長分散を一定の範囲内に納めるよう制限を加えることでＳからＬバンドへ伝送

帯域を拡大することが可能となり、伝送チャネル数増大による伝送容量の拡大が期待で

きるものである。ＳＧ１５第４回会合では、本提案はＧ.scl（Characteristics of a fiber 

and cable with non-zero dispersion for wideband optical transport）として勧告化

に向けて議論される予定である。 

    (ｲ) 伝達網アーキテクチャ関連 

      ＳＧ１５第３回会合において、SDH/OTN ネットワーク上で Ethernet を転送するため

のネットワークアーキテクチャに関する新勧告を作成することが提案された。本提案は、

SDH/OTN バーチャルコンカチネーションを使った各種 Gigabit Ether の収容方式など、

Ethernet ベースによるコア網の構築が期待できるものである。第４回ＳＧ１５全体会合

では、本提案は G.etna として勧告化に向けて議論される予定である。 
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表６－１ ＳＧ１２会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

G.107 E モデル－伝送計画に使用する計算モデル WP2 

Q.8 

改訂 AAP 

2002/7/13 

P.57 耳モデル WP1 

Q.5 

改訂 AAP 

2002/7/13 

P.561 サービス中の非割込み測定－音声サービス WP3 

Q.16 

改訂 AAP 

2002/7/13 

P.834 受話器モデルからの機器損失要因の算出方法 WP2 

Q.8 

新規 AAP 

2002/7/13 

B.12 電気通信におけるデシベルとネーパの利用 WP2 

Q.10 

削除 回章 93 

2002/5/18 

G.100 

Annex A 

単位：dB, dBm, dBmp, dBr, dBm0, sBm0p  WP2 

Q.10 

削除 回章 93 

2002/5/18 

P.30 グループ・オーディオ・ターミナル(GATs)の

送信性能 

WP1 

Q.3 

削除 回章 93 

2002/5/18 
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表６－２ ＳＧ１５会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

G.798 OTN ハイアラーキ機器機能ブロック特性 WP3 

Q.9 

新規 AAP 

2002/1/5 

G.874.1 ネットワーク要素の OTN プロトコル管理情

報モデル 

WP3 

Q.14 

新規 AAP 

2002/1/5 

G.983.5 高耐久性広帯域光アクセスシステム WP1 

Q.2 

新規 

 

AAP 

2002/1/5 

Q.551 デジタル交換の伝送特性 WP3 

Q.11 

改訂 AAP 

2002/1/5 

G.161 

(G.167bis) 

信号処理ネットワーク機器の相互作用側面 WP2 

Q.6 

改訂 AAP 

2002/6/12 

G.168 デジタルネットワークエコーキャンセラー WP2 

Q.6 

改訂 AAP 

2002/6/12 

G.692 Corr.2 光アンプ多チャンネルシステムの光インタ

ーフェイス 

WP4 

Q.16 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.694.1 

(G.wdm.1) 

波長分割多重アプリケーションのスペシャ

ルグリッド：高密度波長分割多重周波数グ

リッド 

WP4 

Q.16 

新規 AAP 

2002/6/12 

G.694.2 

(G.wdm.2) 

波長分割多重アプリケーションのスペシャ

ルグリッド：低密度波長分割多重周波数グ

リッド 

WP4 

Q.16 

新規 AAP 

2002/6/12 

G.783 Amd. 1 SDH 機器機能ブロック特性 WP3 

Q.9 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.798 Amd. 1 光伝達網ハイアラーキ機器機能ブロック特

性 

WP3 

Q.9 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.983.2 B-PON のための ONT 管理及び制御インター

フェース仕様 

WP1 

Q.2 

改訂 AAP 

2002/6/12 

G.983.3 Amd. 1 波長分配による増加するサービス能力に伴

う広帯域光アクセスシステム 

WP1 

Q.2 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.983.6 

(G.983.omci.sur) 

保護特性をもつ B-PON システムのための

ONT 管理及び制御インターフェース仕様 

WP1 

Q.2 

新規 AAP 

2002/6/12 

G.7041/Y.1303 

Amd. 1 

ジェネリックフレーミング手順 WP3 

Q.11 

改訂  AAP 

2002/6/12 
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勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

G.7042/Y.1305 

Corr. 1 

バーチャルコンカチネーションを利用した

リンク量調整方法 

WP3 

Q.11 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.7715/Y.1706 

(G.rtg) 

自動切替光ネットワーク上で伝送するため

のアーキテクチャ及び必要条件 

WP3 

Q.14 

新規 AAP 

2002/6/12 

G.8251 Corr. 1 OTN におけるジッタ・ワンダ制御 WP3 

Q.13 

改訂  AAP 

2002/6/12 

G.8251 Amd. 1 OTN におけるジッタ・ワンダ制御 WP3 

Q.13 

改訂 

 

AAP 

2002/6/12 

G.650.1 シングルモードファイバケーブルの線形 

Attribute 試験法 

WP4 

Q.15 

新規 AAP 

2002/6/28 

G.650.2 シングルモードファイバケーブルの非線形

及び統計的 Attribute 試験法 

WP4 

Q.15 

新規 AAP 

2002/6/28 

G.654 カットオフシングルモード光ファイバケー

ブル特性 

WP4 

Q.15 

改訂 AAP 

2002/6/28 

G.671 光部品の伝送特性 WP4 

Q.17 

改訂 AAP 

2002/6/28 

G.992.1 Corr. 2 非対称デジタル加入者線(ADSL)送受信機 WP1 

Q.4 

改訂 

 

AAP 

2002/7/28 

G.992.2 Corr.1 非分割 ADSL 送受信機 WP1 

Q.4 

改訂 

 

AAP 

2002/7/28 

G.992.3 非対称デジタル加入者線(ADSL)送受信機 2 WP1 

Q.4 

新規 AAP 

2002/7/28 

G.992.4 非分割 ADSL 送受信機 2 WP1 

Q.4 

新規 AAP 

2002/7/28 

G.707/Y.1322 

Amd. 2 

SDH のネットワークノードインターフェイ

ス 

WP3 

Q.11 

改訂 

 

AAP 

2002/8/5 

G.769/Y.1242 IP 網に最適化された回線多重化装置 WP2 

Q.5 

新規 AAP 

2002/8/5 

G.994.1 DSL 送受信機のハンドシェーク手順 WP1 

Q.4 

改訂 AAP 

2002/7/28 

G.841 Corr. 1 SDH ネットワークプロテクションの特性 WP3 

Q.9 

改訂 

 

AAP 

2002/8/15 

G.681 光多重を含む光増幅を用いた長期間にわた

るライン・システムやインタオフィスの機

能的特性 

WP3 

Q.9 

削除 回章８２ 

2002/2/4 
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勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

G.958 光ファイバーケーブル上で使用するための

同期デジタル・ハイアラーキに基づいたデ

ィジタル・ライン・システム 

WP2 

Q.5 

削除 回章８２ 

2002/2/4 

 

 



ＳＧ１２：ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能
議　長 ：Mr. J-Y. Monfort  (仏）
副議長 ：Mr. K. P. F. Adler(独)
副議長 ：Mr. C. A. Dvorak (米)

ＷＰ１：テレフォノメトリー及び端末
議　長 ：Mr. R. Ceruti(仏)

課題３ 固定回線交換及び移動網双方の音声端末の伝送特性 Mr. R. Ruhala(米)

課題４ ハンズフリー端末及び音声強調装置（AEC及びノイズ除去 Ms. V. Turbin(仏)
を含む）のためのテレフォノメトリック法

課題５ ハンドセット及びハンドセット端末のテレフォノメトリッ Mr. L. Madec(ﾃ ﾝ゙ﾏｰ ｸ)
ク法

課題６ 合成測定信号を使用する解析方法 Mr. H-W. Gierlich(独)

ＷＰ２：性能、計画及び測定
議　長 ：Mr. K. P. F. Adler(独)

課題７ スピーチ及びオーディオ品質の主観評価のための方法、 Ms. D. Pascal(仏)
ツール、試験計画 Mr. P. Usai（ETSI）Associate

課題８ Eモデルの拡張 Mr. U. Jekosch(独)
Mr. S. Moeller（独）Associate

課題９ 非線形及び時間変異量処理状況下での音声品質の客観 Mr. J. Berger(独)
測定

課題10 音声帯域、データ及びマルチメディアサービスの伝送計画 Mr. V. Sypli(独)

課題11 複合相互接続網の音声伝送計画 Mr. J. Pomy(独)

ＷＰ３：IP上のサービス品質
議　長 ：Mr. P. Coverdale(加)

課題２ パケット交換（IP）網と接続する端末及びゲートウェイ Mr. G. Lecucp(仏)
の音声伝送特性及び測定方法

課題12 IP網上で伝送される音声帯域サービスの伝送性能検討 Mr. D. Mustill(英)

課題13 マルチメディアサービス品質／性能要求条件 Mr. P. Coverdale(加)

課題14 VoIP及び音声帯域サービスの伝送特性に関する複合ドメ Mr. D. Mustill(英)
イン間でのインターワーキングの影響

課題16 音声伝送性能の非割り込み評価 Mr. V. Barriac(仏)

課題１ 作業計画の展開 Mr. J-Y. Monfort  (仏）

課題15 サービス品質及び性能調整 Mr. C. Dvorak (米)

図６－1　ＳＧ１２の構成
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ＳＧ１５：光及びその他の伝達網
議　長 ：Mr. Peter Wery  (加）
副議長 ：Mr. G. Bonaventura (伊)
副議長 ：岡村　治男氏(コーニング)
副議長 ：Mr. S. Trowbridge(米)  

ＷＰ１：ネットワークアクセス
議　長 ：Mr. A. NUNN (英)

課題２ アクセス網における光システム Mr. D. Faulkner(独)

課題３ ISDNの物理レイヤに関する勧告の拡張と維持 （未定）

課題４ メタリック電話線によるアクセス伝送装置(xDSL)及び Mr. R. Stuart(米)
宅内ネットワーク用送受信器(PNT)

ＷＰ２：ネットワーク信号処理
議　長 ：内藤　悠史 氏(三菱電機)

課題５ 音声信号処理ネットワーク装置における信号圧縮と信号識別 内藤　悠史氏（三菱電機）

課題６ 音声信号処理ネットワーク装置における音声品質制御 Mr. B. Reeves(英)

課題７ 音声ゲートウェイ装置 Mr. T.Trump(ｽｳｪｰﾃ ﾝ゙)

課題８ 音声信号処ネットワーク装置と外部との相互作用 Mr. H. Kullmann(独)

ＷＰ３：光伝達網（OTN ）の構造
議　長 ：Mr. S. Trowbridge  (米)

課題９ 伝達網装置と網の切替／復旧 Mr. G. Abbas(英）

課題10 ATMとIP装置

課題11 伝達網の信号構造、インタフェース及びインターワーキング Mr. G. Joncour(仏)

課題12 テクノロジ依存の伝達網アーキテクチャ Mr. M.Betts(加)

課題13 網同期及び時刻分配特性 Mr. J-L. Ferrant(仏)

課題14 伝達網と装置の管理 Mr. H. Lam(米)

ＷＰ４：光伝達網（OTN ）の 技術
議　長 ：Mr. G. Bonaventura (伊)

課題15 光ファイバとケーブルの特性と試験法 Mr. B. Gardner(米)

課題16 陸上伝達網における光システムの特性 Mr. J.Shrimpton(米)

課題17 光部品、サブシステムの特性 Mr. J. Matthews(米)

課題18 光ファイバ海底ケーブルシステムの特性 大橋　正治氏（NTT）

ＷＰ５：プロジェクトとプロモーション
議　長 ：岡村　治男氏（コーニング）

課題１ アクセス系伝送 Mr. Jone A. Jay(米）

課題19 オプティカルトランスポートネットワークの一般的特性 Mr. M. Jones(米)

図６－２　ＳＧ１５の構成
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ＩＰネットワーク委員会の活動状況報告 
 

１ ＩＰネットワーク委員会の活動状況 

(1) はじめに 

ＩＰネットワーク委員会は、ＳＧ１３（マルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインタ

ーネットワーキング）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

ＩＰネットワーク委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、次の

とおり３回の会合を開催した。 

・第５回会合  平成１４年３月１２日 

第３回ＳＧ１３全体会合の結果報告が行われた。また、事務局から情報通信審議会等

における非常時通信に関する検討状況について、情報提供があった。 

・第６回会合  平成１４年１０月９日 

第４回ＳＧ１３全体会合への対処方針及び寄書案について検討が行われた。検討の結

果、１３件の寄書が提出されることとなった。 

・第７回会合  平成１５年１月９日 

  第４回ＳＧ１３全体会合の結果報告を行う予定。 

 

２ ＳＧ１３の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１３は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「マルチプロトコル網及びＩＰ網とそれらのインターネ

ットワーキング」に関する課題を研究対象とし、４つのＷＰを設置して検討を行っている。

また、ＳＧ１３は、ＩＴＵ－ＴにおけるＩＰ関連、Ｂ－ＩＳＤＮ、ＧＩＩ及び衛星関連のリ

ードＳＧでもある。 

ＳＧ１３における検討体制を図７－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年１月２２日～２月１日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２４か国、１機関、１３４名（うち日本から１０名） 

   ・ＩＰ/optical ワークショップ 平成１４年７月９日～１１日 

    開催地：北海道千歳市 

    出席国及び出席者数：１９か国、１５４名 

・第４回全体会合  平成１４年１０月２９日～１１月８日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２２か国、２機関、１４３名（うち日本から１３名） 
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(3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表７－１に示すとおり、新規７件、

改訂５件、削除１件となっている。  

また、アクセス網アーキテクチャの検討を行ってきた課題１４が削除された。最近２年間、

本課題へのＳＧ会合参加者からの寄与が乏しかったため、ＩＰアクセス網のＱｏＳ関連の研

究項目を課題１６に移管し、その他の研究項目は全て削除することとなった。    

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 ア 次世代ネットワーク（Next Generation Network：NGN） 

   ２００２年１～２月に開催されたＳＧ１３第３回会合で、網における全ての構成要素間に

おける相互運用性の確保を目的として、ＮＧＮ２００４プロジェクトが発足した。そこでは、

階層構造としてＧＩＩ（Global Information Infrastructure）プロジェクトを最上位に位置

づけ、ＧＩＩの傘の下に、ＧＩＩの具現化という形でＮＧＮ、ＮＧＮの下にＩＰ, ＰＳＴＮ

等の各種ＮＷ技術という定義を行った。２００２年１０月に開催されたＳＧ１３第４回会合

で、ＩＴＵの各ＳＧ及びＥＴＳＩ等からのリエゾンの回答意見を基にＮＧＮ２００４プロジ

ェクト定義文書ドラフトが作成された。今後このドラフトについての検討を行っていく予定

である。 

 

イ ネットワーク機能とインターワーキング原則 

  ＳＧ１３第３回会合で、日本からの提案に基づき、イーサネットベースの公衆網アーキテ

クチャに関する検討開始が合意された。イーサネットは、安価、広帯域で上位プロトコルの

自由度があるため、transport Lan service(L2-VPN)で主に企業向けに普及しているが、一方

で、voice traffic 転送のための security、ＱｏＳやＯＡＭ機能の盛り込みすぎによる価格

の上昇等の問題があるため、サービス、要求機能、Layering モデル、インターフェース、プ

ロトコル、オペレーション等の様々な観点からの検討を行うこととなった。ＳＧ１３第４回

会合では、日本及びカナダからの提案に基づき、イーサネットワークにおけるＯＡＭ機能の

要求条件を規定する勧告案 Y.17ethreq が新規に作成され、２００３年の承認を目指して検討

が行われることとなった。 

 

ウ ＩＰ網品質 

  ２００２年７月に千歳で開催された専門家会合で、ＩＰパケットロスに関する新しい品質

尺度としてＩＰＳＬＢＲ（IP Packet Severe Loss Block Ratio）が、日本より提案され合意

された。そこで、２００２年１０～１１月に開催されたＳＧ１３第４回会合で、ＩＰパケッ

ト転送品質および安定品質の尺度を規定した勧告 Y.1540 に、新尺度ＩＰＳＬＢＲを盛り込ん

だ改訂版がコンセントされた。また勧告 Y.1540 の改訂に伴い、日本から、ＩＰ網品質目標値

を規定した Y.1541 にＩＰＳＬＢＲ目標値を盛り込むことを提案したが、目標値については今

後の検討事項となった。 
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エ ＩＰ/optical ワークショップ 

２０００年７月に、ＩＰと光関連課題について各標準化組織間の協調を深めるとともに今

後の検討課題の抽出を目的として、北海道千歳市でＳＧ１３とＳＧ１５との合同によるＩＰ

／光ワークショップを開催した。同ワークショップでは、光ファイバー網上でのＩＰパケッ

トをベースとした通信サービスの高速化をはじめ、４０Ｇbps 伝送を実現するための光ファ

イバーの標準化を推進していくため更なる連携の重要性が指摘された。 
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表７－１ ＳＧ１３会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

勧告番号 勧告名 関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

I.366.2 

Corr. 1 

狭帯域サービスのAALタイプ2サービス特定集約

サブレイヤー 

WP3 

Q.2 

改訂 

 

AAP 

2002/3/15 

Y.1221 IP 網におけるトラフィック制御及び輻輳制御 WP4 

Q.4 

新規 AAP 

2002/3/15 

Y.1311 狭帯域仮想専用線－一般構成及びサービス要求

条件 

WP2 

Q.11 

新規 AAP 

2002/3/15 

Y.1541 IP サービスのためのネットワーク性能目標 WP4 

Q.6 

新規 AAP 

2002/5/6 

Y.1251 

(Y.intarch) 

インターワーキングのための一般的なアーキテ

クチャルモデル 

WP2 

Q.1 

新規 AAP 

2002/8/12 

Y.1710  

Corr.1 

勧告 Y.1710(MPLS OAM の要求条件)に対する誤記

訂正 

WP3 

Q.3 

改訂 

 

AAP 

2002/11/22 

Y.1711 

 

MPLS OAM メカニズム WP3 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/22 

G.826 一次群およびそれ以上の場合についての国際 CBR

パスのビット誤り特性 

WP4 

Q.8 

改訂 AAP 

2002/12/13 

G.829 SDH の多重セクション、リピータセクションのビ

ット誤り特性 

WP4 

Q.8 

改訂 AAP 

2002/12/13 

I.378 AAL type 2 におけるトラヒックマネジメント WP4 

Q.4 

新規 AAP 

2002/12/13 

Y.1540 IP パケット転送品質および安定品質のパラメー

タ 

WP4 

Q.6 

改訂 AAP 

2002/12/13 

Y.1261 Voice over MPLS の要求条件及びアーキテクチャ WP3 

Q.11 

新規 AAP 

2002/12/13 

G.931 3152kbit/s におけるデジタルラインセクション WP4 

Q.8 

削除 回章 104 

2002/5/13 

 

 

 



ＳＧ13：ＩＰ及びマルチプロトコル網とそれらのインターワーキング
議　長 ：Mr. B. W. Moore (米）
副議長 ：Mr. J-Y. Cohennec(仏)
副議長 ：Mr. H. Schink (独)
副議長 ：Mr. C.-S. Lee（韓）
副議長 ：前田　洋一氏（NTT）
副議長 ：Mr. N. Seitz（米）

ＷＰ１：プロジェクト管理と調整
議　長 ：Mr. J-Y. Cohennec(仏)

課題12 網的側面の全体調整 Mr. J-Y. Cohennec(仏)
Mr. T. Kent(英)Associate

課題15 IP側面を含む一般的なネットワーク用語 Mr. I. Faynberg(米)

ＷＰ２：アーキテクチャ及びインターワーキング原則
議　長 ：Mr. C.-S. Lee（韓）

課題１ 複合的網環境の原則、要求条件、フレームワーク及び Mr. K. Knightson(加)
アーキテクチャ

課題５ IPマルチサービスを含む網のインターワーキング Mr. G. Koleyni(加)

課題10 コア網アーキテクチャ及びインターワーキング原則 森田　直孝氏(NTT)

課題13 衛星及び地上網の相互運用性 Mr. T. ORS(米)

課題16 変革環境下の電気通信アーキテクチャ Mr. H. Lu(米)

ＷＰ３：マルチプロトコル網及びメカニズム
議　長 ：前田　洋一氏(NTT)

課題２ ATMレイヤ及びATMアダプテーションレイヤ Mr. K. Ahmad(加)

課題３ IP網及びその他の網におけるOAM及び網管理 太田　宏氏(NTT)

課題11 公衆網におけるMPLSを用いたIP網サービスのための Mr. M. CARUGI(仏)
メカニズム 若山　浩二氏(日立)Associate

ＷＰ４：ネットワーク性能及びリソース管理
議　長 ：Mr. N. Seitz（米）

課題４ 広帯域及びIP関連リソース管理 米田　進氏(日本テレコム)

課題６ IP網及びGIIの品質 Mr. Hyung-soo KIM(韓)
Mr. P. Huckett(英)Associate

課題７ B-ISDN／ATMセル転送品質及び安定品質 Mr. D. Mustill(英)

課題８ 伝送誤りと安定品質 Mr. G. Granger(米)

課題９ 呼処理品質 四宮　光文氏(NTT)

図７－１　ＳＧ１３の構成
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マルチメディア委員会の活動状況報告 

 

１ マルチメディア委員会の活動状況 

(1) はじめに 

マルチメディア委員会は、ＳＧ１６（マルチメディアサービス、システム及び端末）を担

当している。なお、ＳＧ１６課題１４（ファクシミリ端末）に関する事項については、マル

チメディア委員会の下にカラードキュメントワーキンググループを設置し、検討を行ってい

る。 

 

(2) 会合の開催状況 

マルチメディア委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、次のと

おり３回の会合を開催した。 

・第５回会合  平成１４年３月２７日 

第３回ＳＧ１６全体会合の結果報告が行われた。また、事務局から情報通信審議会等

における非常時通信に関する検討状況について、情報提供があった。 

・第６回会合  平成１４年９月２７日 

第４回ＳＧ１６全体会合への対処方針及び寄書案について検討が行われた。検討の結

果、９件の寄書が提出されることとなった。そのうち、カラーＦＡＸ関連の寄書２件、

メタデータに関する寄書、音声及び音響符号化勧告開発における公開された共同作業を

提案する寄書、計４件の寄書が日本寄書として提出されることが了承された。また、Ｔ

ＳＢ局長からの、新規勧告案Ｆ．７０６の承認について審議することの可否を問う照会

について、賛成する旨が了承された。 

・第７回会合  平成１４年１２月３日 

第４回ＳＧ１６全体会合の結果報告が行われた。 

 

２ ＳＧ１６の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１６は、ＩＴＵ－Ｔにおいて「マルチメディアサービス、システム及び端末」に関す

る課題を研究対象とし、４つのＷＰを設置して検討を行っている。また、ＳＧ１６は、ＩＴ

Ｕ－Ｔにおける「マルチメディアサービス、システム及び端末」及び「電子ビジネス及び電

子商取引」のリードＳＧでもある。 

ＳＧ１６における検討体制を図８－１に示す。 

(2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年２月５日～２月１５日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：２７か国、１機関（ＩＳＯ）、１５０名（うち日本から１８名） 
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・第４回全体会合  平成１４年１０月１５日～１０月２５日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：１９か国、１地域団体（ＥＴＳＩ）、１２９名（うち日本から１８

名） 

 (3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表８－１に示すとおり、新規３０

件、改訂１８件となっている。また、この期間中に課題Ｉ（アを参照）が新たに設置された。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 ア 非常時通信関連 

   通信機器の物理的ダメージ等によって通常の電気通信が制限されるような危機的状況（大

規模災害時等）において、一定のユーザーが使用する国際緊急マルチメディア通信のサービ

ス要求条件について規定した新規勧告案Ｆ．７０６が、２００２年２月に開催された第３回

ＳＧ１６会合でＴＡＰ（郵便投票）による承認手続きとすることで合意した。２００２年１

０月に開催された第４回ＳＧ１６会合でも、イギリスから各国の規制に関する検討が必要等

の理由で反対する主旨のコメントが出されたために、勧告として承認を求める段階に至らず、

今後も作業を継続することとなった。 

また、ＳＧ１６第４回会合において、非常時通信に関する検討を行う新規課題Ｉ（Use of 

public telecommunication services for emergency and disaster relief operations）が

設置された。本課題では、大規模災害時等における緊急通信サービス（Emergency 

Telecommunication Services）を提供するために必要な優先制御、ＥＴＳ分野における他の

ＳＧや機関との連携等の検討を行う予定である。 

 

 イ カラーFAX 関連 

   カラーファクシミリのより広範囲の普及を目指して、デジタルカメラ等の画像を簡単に送

受信できるようにする為、カラーファクシミリに使用する色空間として従来のＣＩＥＬＡＢ

に加えｓＹＣＣを追加するための検討が、２００２年２月に開催された第３回ＳＧ１６会合

より行われてきた。２００２年１０月に開催されたＳＧ１６第４回会合において、ｓＹＣＣ

色空間をカラーファクシミリへ適用する日本からの提案が受け入れられ、技術的な問題はな

いことが確認された。２００３年には、勧告Ｔ．４２（ファクシミリのための連続階調カラ

ー表現方法）の改訂を軸とした、カラーファクシミリ関連の勧告の改訂が承認される予定で

ある。 

 

ウ 音声符号化方式 

音声符号化方式に関する勧告を作成するため、従来までコンソーシアム間の「コンペティ

ション形式」で進められてきたが、課題８においての４Ｋｂｐｓ付近の音声信号符号化方式

の開発をはじめとして、勧告化に向けての作業が行き詰まっていた。そこで、勧告化作業を

円滑に行うために、２００２年１０月に開催されたＳＧ１６第４回会合において、日本、フ
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ランス、ドイツの３ヶ国連名寄書として、コンソーシアムを組まず「公開された共同作業方

式(open-collaboration)」による開発を提案した。本提案は、課題８においては現状打開の

助けとはならなかったが、課題９（可変速度音声符号化方式）においては、本提案の趣旨に

沿ってオープンコラボレーションを行うべく詳細の検討を行うこととなった。 

 

 エ ＦＳ－ＶＤＳＬフォーカスグループの設置 

   ２００１年１２月に開催された非公式フォーラムサミット（ＴＳＢ局長主催）で、ＦＳ－

ＶＤＳＬフォーラム（Full Service VDSL Forum）が、その活動をＩＴＵの体制下（フォーカ

スグループ）へ移管したい旨表明した。これを受け、関係者による協議を行った結果、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ａ．７の規定に基づきフォーカスグループレビュー委員会（ＴＳＢ局長、ＳＧ１

６マネジメントチーム及びＴＳＡＧ議長から構成）で、フォーカスグループとしての活動へ

移行することを決定した。 

   その後、２００２年１０月に開催されたＳＧ１６第４回会合において、ＦＳ－ＶＤＳＬフ

ォーカスグループが、ＳＧ１６の下で活動することが承認された。 

   当該グループの目的は、電気的な規格を定めるものではなく、ＶＤＳＬを利用した

End-to-End Service の標準を策定することとし、２００３年５月に開催される次回ＳＧ１６

会合までに新規勧告案の作成を目指すこととなった。
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表８－１ ＳＧ１６会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

G.722.2 AMR 帯域を用いた 16 kbit/s 程度の広帯域音

声符号化 

WP3 

Q.7 

新規 AAP 

2002/1/12 

H.222.0 Corr.2 情報技術－動画及び付属音声情報の一般的符

号化：システム 

WP2 

Q.1 

改訂 
 

AAP 

2002/3/28 

H.235 Annex F ハイブリッドセキュリティプロファイル WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.248 V1 Amd.1 ゲートウェイ制御プロトコル WP2 

Q.3 

改訂 

 

AAP 

2002/3/28 

H.248 Annex L 

Amd. 1 

エラーコード及びサービス変更理由記述 WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.248 Annex 

M.1 

次世代オーディオサーバーパッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.248 Annex 

M.5 

品質警告停止パッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.248 Annex 

M.6 

停止タイマーパッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.248 Annex N セッション記述プロトコル H.248 パッケー

ジ属性 

WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.324 低ビットレートマルチメディア通信端末 WP2 

Q.2 

改訂 AAP 

2002/3/28 

H.460.1 一般拡張フレームワーク使用ガイドライン WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.501 マルチメディアシステムのモビリティ管理及

びインタードメイン通信のプロトコル 

WP2 

Q.5 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.510 H.323 マルチメディアシステムのモビリティ WP2 

Q.5 

新規 AAP 

2002/3/28 

H.530 H.510 の対称セキュリティ手順（H.323 マルチ

メディアシステム及びサービスのモビリテ

ィ） 

WP2 

Q.5 

新規 AAP 

2002/3/28 

T.38 IP 網上のリアルタイム G3 ファクシミリ通信

手順 

WP1 

Q.14 

改訂 AAP 

2002/3/28 

T.66 勧告V.8及びV.8bis使用のためのファクシミ

リコードポイント 

WP1 

Q.14 

新規 AAP 

2002/3/28 
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勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

T.870 連続階調静止画像の無損失及び低損失圧縮：

拡張 

WP3 

Q.E 

新規 AAP 

2002/3/28 

V.42 非対称－対称変換を使用するデータ回線終端

装置のエラー訂正手順 

WP1 

Q.12 

改訂 AAP 

2002/3/28 

V.44 Corr. 1 データ圧縮手順 WP1 

Q.12 

改訂 

 

AAP 

2002/3/28 

V.59 Corr. 2 公衆回線交換網に接続される V シリーズモデ

ム（データ回線終端装置）の診断情報管理目

標 

WP1 

Q.11 

改訂 

 

AAP 

2002/3/28 

V.92 Amd. 2 勧告 V.90 の促進 WP1 

Q.11 

改訂 

 

AAP 

2002/3/28 

V.250 Amd. 2 シリアル非対称自動ダイヤル及び制御 WP1 

Q.13 

改訂 

 

AAP 

2002/3/28 

H.248 V2 ゲートウェイ制御プロトコル WP2 

Q.3 

改訂 AAP 

2002/5/21 

T.800 JPEG2000 画像符号化システム：中核 

 

WP3 

Q.E 

改訂 AAP 

2002/8/28 

T.801 JPEG2000 画像符号化システム：拡張 

 

WP3 

Q.E 

新規 AAP 

2002/8/28 

T.804 JPEG2000 画像符号化システム：参照ソフトウ

ェア 

WP3 

Q.E 

新規 AAP 

2002/8/28 

G.722.2 

Annex F 

H.245 での適応広帯域マルチレートの利用 WP3 

Q.7 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.225.0 Annex 

G 

ドメイン内 / ドメイン間通信 WP2 

Q.2 

改訂 AAP 

2002/11/28 

H.233 オーディオビジュアルサービスの機密システ

ム 

WP2 

Q.G 

改訂 AAP 

2002/11/28 

H.234 オーディオビジュアルサービスの暗号化の鍵

暗号と認証システム 

WP2 

Q.G 

改訂 AAP 

2002/11/28 

H.248.11 オーバーロード制御パッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.248.12 

Annex A 

拡張 H.324 と H.245 のコマンド、H.245 イン

ディケーションのパッケージ 

WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.248.16 拡張 DTMF 検出パッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 
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勧告番号 勧告名 
関連研究
課題 

新規/
改訂/
削除 

備 考 

H.248.17 回線試験パッケージ WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.248.18 複数プロファイルのサポートのためのパッケ

ージ 

WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.248.20 ローカルとリモートでの H.221/H.223 多重化

の利用 

WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.324 

Corr. 1 

低ビットレートマルチメディア通信端末 WP2 

Q.1 

改訂 AAP 

2002/11/28 

H.460.3 H.323 システム内でのサーキットステータス

マップ 

WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.4 H.323 でのサービスクラスの指定 WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.5 複数の Q.931 IE の伝送 WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.6 拡張ファストコネクト特性 WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.7 H.323 システム内でのディジットマップ WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.8 H.323 システム内での代替ルートの判定 WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

H.460.9 リアルタイム QoS モニタリング WP2 

Q.2 

新規 AAP 

2002/11/28 

T.37 

Amd.3 

ストア＆フォワード型インターネットファク

シミリ伝送手順 

WP1 

Q.14 

改訂 AAP 

2002/11/28 

T.803 JPEG2000 画像符号化システム：適応試験 WP3 

Q.E 

新規 AAP 

2002/11/28 

V.18 

Amd.1 

テキスト電話モードにおけるデータ回線終端

装置運用のための運用及び相互接続条件 

WP1 

Q.H 

改訂 AAP 

2002/11/28 

H.222.0 

Amd.1 

MPEG-2 システムストリームでのメタデータ

伝送 

WP2 

Q.1 

改訂 AAP 

2002/12/13 

 



ＳＧ１６：マルチメディアサービス、システム及び端末
議　長 ：Mr. P. A.Probst (スイス）
副議長 ：松本　充司氏（早大）
副議長 ：大久保　榮氏（早大）
副議長 ：Mr. J. Magill（英）

ＷＰ１：モデム及びファクシミリ端末
議　長 ：松本　充司氏（早大）
課題H マルチメディアサービス及びシステムへのアクセシビリティ Mr. G. Hellstrom(ｽｳｪｰ ﾃ ﾝ゙)
課題11 音声帯域モデム：仕様及び特性評価 Mr. K. Chu(米)
課題12 回線交換網及びISDNのためのDCE-DCE間のプロトコル Mr. B. Pechey(英)
課題13 DCE-DCE間のインターフェイス及びプロトコル Mr. K. Chu(米)
課題14 ファクシミリ端末 Mr. T. Geary(米)

ＷＰ２：マルチメディアプラットフォーム及び相互接続
議　長 ：大久保　榮氏(早大)
課題D マルチメディアシステム及びサービスの相互運用性 Mr. T. Taylor(加)
課題F マルチメディアシステムにおけるエンド－エンドのQoS Mr. M. Buckley(英)
課題G マルチメディアシステム及びサービスのセキュリティ Mr. M. Euchner(独)
課題1 マルチメディアシステム、端末及びデータ会議 Mr. P. Luthi(米)
課題2 H.323システムを用いたパケット網上のマルチメディア Mr. P. Jones(米)
課題3 パケット網上のマルチメディアのための基盤及び相互運用 Mr. T. Anderson(米)
課題4 インターネットでサポートされるサービスを利用する 大久保　榮氏（早大）

ビデオ及びデータ会議
課題5 マルチメディアシステム及びサービスのモビリティ 大久保　榮氏（早大）暫定

ＷＰ３：メディア符号化
議　長 ：Mr. J. Magill（英）
課題E メディア符号化 Mr. D Lindbergh （米）
課題6 次世代映像符号化 Mr. G. Sullivan(米)

Mr. T. Wiegand(米)Associate
課題7 広帯域符号化 Mr. R. Drogo de Iacovo(伊)
課題8 4kbps付近の音声信号符号化
課題9 音声信号の可変ビットレート符号化 内藤　悠史氏（三菱電機）
課題10 信号処理標準化活動のためのソフトウェアツール及び Ms. C. Lamblin（仏）

既存の符号化標準のメンテナンス
課題15 分散型音声認識及び話者照合 Mr. J. Magill（英）

（Acting Rappoteur)
ＷＰ４：マルチメディアフレームワーク

議　長 ：Mr. J. Magill（英）
課題A メディアコム2004 Mr. J. Magill（英）
課題B マルチメディアアーキテクチャ Mr. C. Hansen（米）

Mr. S. Py（仏）Associate
課題C マルチメディアアプリケーション及びサービス Mr. F. Lucas（米）

岸上　順一氏（NTT）Associate
Mr. P. Adams（米）Associate

課題 I 緊急時や災害救援活動時の公衆電気通信サービスの利用 Mr. H. Folts（米）

図８－１　ＳＧ１６の構成
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移動通信ネットワーク委員会の活動状況報告 
 

１ 移動通信ネットワーク委員会の活動状況 

 (1) はじめに 

移動通信ネットワーク委員会は、ＳＳＧ ＩＭＴ（ＩＭＴ－２０００及び将来の移動通信）

を担当している。ＳＳＧ ＩＭＴでは、ＳＳＧ ＩＭＴのみに適用される作業方法について

も検討が行われているが、本件は、ＩＴＵ-Ｔ全体の作業方法に影響するため、作業計画委員

会において検討を行っており、移動通信ネットワーク委員会ではＳＳＧ ＩＭＴの技術に関

する事項を検討している。 

 

(2) 会合の開催状況 

移動通信ネットワーク委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、

次のとおり４回の会合を開催した。 

・第５回会合  平成１４年４月２６日 

ＳＳＧ ＩＭＴ課題５ラポータ会合及び課題３エディタ会合の結果について報告が行

われた。 

  第４回ＳＳＧ ＩＭＴ会合の対処について検討が行われた。課題１のネットワーク側面

に関する長期ビジョン（Ｑ．ＬＴＶＮ）について、次回会合にて承認予定との説明があ

った。課題２、４及び６を一つの課題Ｎに統合する議論が進められており、次回会合に

て承認予定との説明があった。また、サービス能力に関する長期ビジョン（Ｑ．ＳＣＦ

Ｎ）にセキュリティ関連の記述がないことから、セキュリティ/著作件保護関連サービス

に関する寄書を提出予定との説明があった。 

・第６回会合  平成１４年７月８日 

第４回ＳＳＧ ＩＭＴ会合の結果について報告が行われた。課題１のネットワーク側面

に関する長期ビジョン勧告（Ｑ．１７０２）について、承認されたとの説明があった。

課題２、４及び６を課題Ｎに統合することについては合意に至らず、継続検討されるこ

ととなったとの説明があった。 

   ・第７回会合  平成１４年１０月１８日 

第５回ＳＳＧ ＩＭＴ会合の対処について検討が行われた。課題１に関する寄書３件を

内容精査の上、代替となる遅延寄書を改めて提出することとなった。ＳＳＧ ＩＭＴ全体

会合の活性化に関する意見交換が行われた。 

 ・第８回会合  平成１４年１２月２４日 

     第５回ＳＳＧ ＩＭＴ会合の結果について報告が行われた。勧告草案Ｑ．１７４１．

２（ＧＳＭ発展形ＵＭＴＳコア網+ＵＴＲＡＮアクセス網のリリース４へのＩＭＴ－２０

００参照）およびＱ．１７４２．１（ＡＮＳＩ－４１発展形コア網＋ＣＤＭＡ２０００

アクセス網へのＩＭＴ－２０００参照）について承認手続きの開始が合意されたとの説
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明があった。 

２ ＳＳＧ ＩＭＴ会合の状況 

(1)はじめに 

ＳＳＧ ＩＭＴは、ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）において「ＩＭＴ－２００

０及び将来の移動通信」に関する課題を研究対象としている。 

ＳＳＧ－ＩＭＴには、現在８つの課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審

議するため、３つのＷＰが設置されている。 

ＳＳＧ ＩＭＴにおける検討体制を図９－１に示す。 

(2) 会合の開催状況 

  ・第４回全体会合  平成１４年５月２１日～２７日 

開催地：カナダ国オタワ 

出席国及び出席者数：２５か国、８６名（うち日本から６名） 

   ・第５回全体会合  平成１４年１１月４日～８日 

    開催地：スイス国ジュネーブ 

    出席国及び出席者数：２２か国、６２名（うち日本から６名） 

 (3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表９－１に示すとおり、新規４件

となっている。また、課題の再編成等は行われなかった。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

  ア ＩＭＴ－２０００以降の後継システムの長期ビジョン 

    ＩＭＴ－２０００以降の後継システムにおけるサービスとアプリケーションをサポート

するために必要とされるサービスとネットワークの能力要求条件及びネットワークアーキ

テクチャ等について検討が行われている。 

    第４回会合において、市場及び技術のトレンド予想を基に、２０１０年ごろに実現する

と考えられている第４世代移動通信システムにおけるネットワーク構成のコンセプトを長

期ビジョンとして取りまとめた。今後、本勧告を基として２０１０年ごろの実用化を目指

した第４世代移動通信システムの技術基準の検討を進めていくこととなる。 

    また、本ビジョン勧告に引き続く勧告群の作業について、Ｑ．ＳＣＦＮ(Service 

Capabilities Framework of Network Aspects for Systems Beyond IMT-2000)、Ｑ．ＮＣ

ＲＢ(Network Capabilities and Requirements for Systems Beyond IMT-2000)等の検討を

行っている。 

 

  イ ＩＭＴ－２０００規格参照勧告の承認 

ＩＭＴ－２０００技術仕様は、関連ＳＤＯ(Standards Development Organization)が参

加している３ＧＰＰ及び３ＧＰＰ２において作成され、各ＳＤＯでの承認手続きを経てＩ

ＭＴ－２０００規格となる。ＩＭＴ－２０００規格参照勧告は、各ＳＤＯ規格を参照し、
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ＩＴＵ－Ｔ勧告として承認したものである。 

３ＧＰＰのリリース９９仕様に対応するＱ．１７４１．１の勧告がＷＰ２会合（平成１

４年２月２０日開催）の結果を踏まえ承認され、また、３ＧＰＰリリース４仕様に対応す

るＱ．１７４１．２及び３ＧＰＰ２仕様に対応するＱ．１７４２．１の勧告が第５回ＳＳ

Ｇ ＩＭＴ会合の結果を踏まえ承認された。 
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表９－１ ＳＳＧ ＩＭＴ会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.1741.1 GSM 発展形 UMTS コア網＋UTRAN アクセス網

のリリース 1999 への IMT-2000 参照 
WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002.4.28 

Q.1702 IMT-2000 以降のシステムのネットワーク長

期ビジョン 
WP1 

Q.1 

新規 AAP 

2002.7.4 

Q.1742.1 ANSI-41 発展形コア網＋CDMA2000 アクセス

網への IMT-2000 参照 
WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002.12.13 

Q.1741.2 GSM 発展形 UMTS コア網＋UTRAN アクセス網

のリリース 4への IMT-2000 参照 
WP2 

Q.3 

新規 AAP 

2002.12.28 

 



議　長 ：Mr. John Visser (加)
副議長 ：Mr. Maurice Ghazal(レバノン)

：Mr. Mike Briggs(英)
：Mr. Kiritkumar Lathia(伊)
：Mr. Leslie Graf(豪)
：Mr. Young Kyun Kim（韓)
：中村　寛氏（NTTドコモ)
：Mr. Bruno Ramos（ブラジル）
：Mr. Yuri Trofimov(露)
：Mr. Syed Husain(米)
：Mr. Patrick F. Masambu(ウガンダ）
：Mr. Krishna Kumar Sirohi(印)

ＷＰ１：IMT-2000を含む将来の移動通信のサービスとインタフェース要求条件
議　長 ：Mr. S.Husain(米)
副議長 ：Mr. K.Lathia(伊)、中村　寛氏（NTTドコモ)

課題１ サービスとネットワーク能力に対する要求条件 Mr. Ed Chien(米)
及びネットワークアーキテクチャ

課題２ NNI移動性管理プロトコル Mr. Jean-Claude Samou(仏)

ＷＰ２：IMT-2000システムのアプリケーション及びインターワーキング
議　長 ：Mr. L.Graf(豪)
副議長 ：Mr. M.Ghazal(レバノン)　Mr. P.Masambu(ウガンダ)

課題３ 既存及び発展するIMT-2000システムの確認 Mr. Ilkka Hyvarinen(ﾌｨﾝﾗﾝﾄ )゙

課題４ 既存及び発展するIMT-2000システムに使用すべき 未定
インターワーキング機能

課題５ IMT-2000ハンドブックの準備への参加 Mr. Maurice Ghazal(ﾚﾊ ﾉ゙ﾝ)

ＷＰ３：IMT-2000システムのハーモナイゼーションとコンバージェンス
議　長 ：Mr. Y.K.Kim(韓)
副議長 ：Mr. K.K. Sirohi(印) Mr. Y.Trofimov(露)

課題６ 発展するIMT-2000システム間のハーモナイゼーション Mr. Bruce Pettitt(加)

課題７ 固定網と既存IMT-2000システムとのコンバージェンス Mr. Frederic Delmod(仏)

課題８ SSGの作業手順 Mr. Mike Briggs(英)

図９－１　ＳＳＧの構成

ＳＳＧ：IMT-2000及び将来の移動通信
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作業計画委員会の活動状況報告 
 

１ 作業計画委員会の活動状況 

(1) はじめに 

作業計画委員会は、ＴＳＡＧ（電気通信標準化アドバイザリグループ）を担当しており、

ＩＴＵ－Ｔにおける標準化作業の手続き、戦略計画等について検討を行っている。なお、Ｓ

ＳＧ ＩＭＴ（ＩＭＴ－２０００及び将来の移動通信）において検討が行われているＳＳＧ 

ＩＭＴのみに適用される作業方法については、ＩＴＵ－Ｔ全体の作業方法に影響するため、

作業計画委員会において検討を行っている。 

 

(2) 会合の開催状況 

作業計画委員会は、第２回ＩＴＵ－Ｔ部会（平成１４年１月２５日）以降、次のとおり３

回の会合を開催した。 

・第５回会合  平成１４年２月１５日 

第２回ＡＰＴ全権委員会議準備会合の結果報告が行われ、日本が入力した第２回ＴＳ

ＡＧ会合に対する提案３件は異論なく合意され、ＡＰＴ共同提案となったことが報告さ

れた。また、ＡＰＴ共同提案として全権委員会議に提案し得る論点が選定されたとの報

告が行われた。 

第２回ＴＳＡＧ会合の結果報告が行われ、日本からの寄書４件（うち３件はＡＰＴ共

同提案）についての審議状況が報告された。 

・第６回会合  平成１４年５月３１日 

第３回ＡＰＴ全権委員会議準備会合の結果報告が行われた。 

第３回ＳＳＧ ＩＭＴ会合の結果のうち、作業方法関連の結果について報告が行われた。 

第３回ＴＳＡＧ会合の対処方針について説明が行われた。ＴＳＡＧ寄書案３件につい

て、ＴＳＡＧ会合前に開催されるＡＳＴＡＰ総会において議論することが了承された。 

郵便投票に付されているＴＳＡＧ勧告案（勧告Ａ．４、Ａ．６、Ａ．７の改訂）に対

する対処方針について説明が行われた。審議の結果、ＴＳＡＧ会合での勧告化に賛成す

ることが了承された。 

・第７回会合  平成１４年９月１１日 

第３回ＴＳＡＧ会合の結果報告が行われた。 

ＩＴＵ全権委員会議の日本の対処方針案及び日本寄書について説明が行われた。 

 

２ ＴＳＡＧ会合の状況 

(1) はじめに 

ＴＳＡＧは、ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）における標準化活動の優先事項、

計画、運営、財政及び戦略について検討し、ＩＴＵ電気通信標準化局長に助言を行う機関で



79 

ある。 

ＴＳＡＧには課題が設置されていないが、４分野のテーマについて検討を行うために４つ

のＷＧ及び２つのアドホックグループが設置されている。 

ＴＳＡＧにおける検討体制を図１０－１に示す。 

 

 (2) 会合の開催状況 

・第３回全体会合  平成１４年６月１７日～２１日 

開催地：スイス国ジュネーブ 

出席国及び出席者数：３２か国、４機関、１２６名（うち日本から１２名） 

 

 (3) 検討状況 

平成１４年１月から平成１４年１２月までに、決議１の適用により郵便投票にて承認され

た勧告は、表１０－１に示すとおり、改訂３件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア ＩＴＵ－Ｔ内のグループの作業方法について 

市場ニーズに応じて迅速かつ柔軟な標準化作業を実現するため、我が国からプロジェク

トオリエンテッドな作業方法について提案し、検討を行ってきた。継続検討として、次回

ＴＳＡＧ会合へのさらなる寄書提出を求めることとなっている。 

  

イ 新たな出力文書について 

    ＴＳＡＧ及びＳＳＧ ＩＭＴに対し、我が国より、ＩＴＵ勧告より位置付けが低い正式

なＩＴＵ文書（技術仕様）の導入について提案し、検討を行ってきた。引き続き、ＴＳＡ

Ｇ内に作業方法コレスポンデンスグループを設置し、検討が行われている。 

 

ウ 代替承認手続き（ＡＡＰ : Alternative Approval Process） 

    世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２０００）において、代替承認手続き（ＡＡＰ）

による勧告承認方法が導入され、勧告承認までの期間の短縮化が図られた。図１０－２に、

勧告案完成から承認までに要する期間のグラフを示す。 

第３回全体会合においては、更なるＡＡＰの改善案及びプロセスの透明性を高める方策

について検討した。主な改善点としては、勧告承認後、ＴＳＢ局長からの通知の中に承認

の種類（Ａ）変更なしで承認、（ＡＥ）エディトリアル修正ありで承認、（ＡＴ）技術的面

での修正ありで承認、の３通りで表示することとなった。 

 

エ 非常時通信（ＥＴＳ：Emergency Telecommunication System） 

  米国同時多発テロ事件以降、非常時通信に関する検討がにわかに脚光を浴びるようにな

ってきた。これまでいくつかの関連ＳＧで検討が行われており、各ＳＧ相互の関係につい

て議論が行われた。ＳＧ２議長とＳＧ１６議長の調整により、「サービス条件とオペレーシ



80 

ョン要求事項の整理が完結するまでは両ＳＧで協調しながら行っていく。」こととなった。 

 

オ 電子会議の導入 

第３回全体会合において、ＩＴＵ－Ｔの会議に関して紙文書を廃し、全面的に電子会議

に移行する期日をＴｉｍｅ－Ｅとして設定し、これに向けた準備について検討するコレス

ポンデンスグループが設置され、検討が行われている。 

 

カ パテント関係 

    ＴＳＡＧでは、ＩＰＲアドホックグループを設置して、パテント関係、ソフトウェア著

作権関係等について検討を行っている。 

パテント関係については、勧告のインフォマティブな部分（付録、補足など）に含まれ

るパテントに関し、パテントポリシーが適用されるか否かについて議論を行ったが、今会

合では結論が出ず、継続検討となった。当面はインフォマティブな部分にパテントが含ま

れる場合は、パテント宣言はしてもしなくても良いこととなった。 

 

キ ＩＴＵ－Ｔと他機関との連携等について 

  第３回全体会合において、ＩＴＵ－Ｔとフォーラム・コンソーシアムとの交流手順を規

定している勧告Ａ．４、ＩＴＵ－Ｔと国内・地域標準化機関間との協力と情報交換手続き

を規定している勧告Ａ．６に関し、親ＳＧに加え、ＷＰ会合やラポータグループでも交流・

情報交換の要望の発議ができるよう、勧告改訂が行われた。また、ＩＴＵ－Ｔのメンバー

以外の専門家も参加でき、特定の課題について検討するフォーカスグループについて規定

している勧告Ａ．７に関し、活動期間の延長や任務の変更を可能とする規定の追加が行わ

れた。 

    また、ＴＳＡＧでは、ＩＣＡＮＮとの連携について、アドホックグループを設置して検

討を行っている。第３回全体会合の結果として、ＩＴＵ－ＴとしてはＩＣＡＮＮとＩＴＵ

－Ｔの関係を密にしていくよう努力することとなった。また、インターネットは公共の利

益にとって不可欠なインフラであり、政府は公共の利益を守るための正当な権利を持つ、

という認識のもとに、構成国がＩＣＡＮＮに関与するためには、ＩＴＵ－Ｔを経由するの

が最も適していること、ＩＴＵ－Ｔ局長がＩＣＡＮＮに参加し、ＩＣＡＮＮ改革に関する

貢献を行うことを支持すること、等が合意された。 
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表１０－１ ＴＳＡＧ会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１４年１月～平成１４年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

A.4 ITU-T とフォーラム・コンソーシアム間の情

報交換手続き 
C&C 改訂 第３回会合 

郵便投票 

A.6 ITU-T と国内及び地域標準化機関間の協力

及び情報交換 
C&C 改訂 第３回会合 

郵便投票 

A.7 フォーカスグループ：作業方法及び手順 WP1 改訂 第３回会合 

郵便投票 

 

ＴＳＡＧ：電気通信標準化アドバイザリグループ
議　長 ：Mr. G. Fishman(米)
副議長 ：Mr. N. Kisrawi(シリア)
副議長 ：Mr. K.S. Park(韓)
副議長 ：Mr. A. Macchioni(伊)
副議長 ：Mr. A. Zourmba(カメルーン)
副議長 ：Mr. S. Alexander(英)
副議長 ：Mr. V. Nikolenko(露)

ＷＰ１：作業方法
議　長 ：Mr. S. Alexander(英)

ＷＰ２：作業計画
議　長 ：Mr. J. Boulvin(仏)

ＷＰ３：ＥＤＨ、出版ポリシー及びＩＴＵ－Ｔの広報
議　長 ：Mr. K.S. Park(韓)

ＲＧ１ 出版ポリシー Mr. J. Magill( )

ＲＧ２ ＥＤＨ導入 Mr. R. Hapeman( )

ＲＧ３ ＩＴＵ－Ｔの普及促進 ラポータ：柴田　達雄氏(KDDI)

ＷＰ４：戦略計画
議　長 ：Mr. N. Kisrawi(シリア)
副議長 ：Mr. V. Nikolenko(露)

：Mr. J. Spindler(米)

Ｃ＆Ｃ：協力と協調
議　長 ：Mr. A. Macchioni(伊)

ＩＰＲ：知的財産権アドホックグループ
議　長 ：Mr. H. Zhao電気通信標準化局長(中)

議　長 ：Mr.B. Moore（英）

           図１０－１　ＴＳＡＧの構成
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図１０－２ 勧告案完成から承認までに要する期間



参考資料 用語解説
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用語解説 

サービス・ネットワーク運用委員会 

ＥＮＵＭ（注２） 

 

【Telephone Number Mapping】電話番号とＩＰ網上の様々なア

プリケーションのアドレス関連情報（ＵＲＩ（Uniform Resource 

Identifiers））を対応づける方式。ＩＥＴＦ（注１）とＩＴＵ－

Ｔが協調して標準化作業を進めている。 

ＩＥＴＦ（注１） 【Internet Engineering Task Force】インターネット技術の

標準化組織。ＩＥＴＦが作成した仕様をＲＦＣ（request for 

comments）と呼ぶ。 

Ｔｉｅｒ０ ＥＮＵＭ（注２）に用いるＤＮＳ（注３）の階層のトップで、現在

ＩＡＢ（Internet Architecture Board）が管理している。

E164.arpa というドメイン名で実験的に利用されている。 

Ｔｉｅｒ１レジス

トリ 

ＥＮＵＭ（注２）に用いる国番号ドメイン（e.164 国番号；日本

では 81）に対応するＤＮＳ（注３）の階層のことで、その実際の

データベースの管理等を行う主体をレジストリと呼ぶ。 

ＤＮＳ（注３） 【domain name system】インターネット上においてドメインネ

ームとＩＰアドレス（ＥＮＵＭにおいてはＵＲＩ）を対応させ

るシステム。(ドメインネームとはインターネット上に存在す

るコンピュータやネットワークにつけられる識別子。) 

ピクトグラム 図記号の意味。ＳＧ２ ＷＰ１においては、国際電気通信サー

ビスにおけるヒューマンファクターの課題を検討しているが、

その中で通信機器に使用する新たな図記号について検討が行

われている（日本提案）。 

網管理システム・保守委員会 

ＱｏＳ 【Quality of services】サービス品質。 

ＩＴＵキャリアコ

ード 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｍ．１４００ に基づきオペレータやサービスプ

ロバイダのネットワークを保守者間で一意に指定するためのコー

ド 

ＴＭＮ 【Telecommunications Management Network】電気通信管理網。電

気通信ネットワークを正常に保って運用するための概念。 

ＸＭＬ 【Extensible Markup Language】データをネットワーク経由で送

受信するための言語。ユーザが独自のタグを指定できる、メタ言

語の一種である。 

Ｔ１Ｍ１ IP 関連課題を扱う米国の T1 委員会内にある技術委員会の一つ。 

ＴＣＩＦ 【Telecommunications Industry Forum】米国通信情報産業協議会 

参考資料
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ＯＢＦ 【 Ordering and Billing Forum 】 Ａ Ｔ Ｉ Ｓ (Alliance for 

Telecommunications Industry Solutions)内に設置された、発注お

よび課金を扱っているフォーラム。：(ＡＴＩＳは標準化、ガイド

ライン､運用手順等を配下の委員会やフォーラムで作成するため

に設けられた組織。) 

電磁防護・屋外設備委員会 

ＥＭＣ 【Electromagnetic Compatibility（電磁環境適合性）】 

電子機器等により発生する電磁波が他の機器等に影響を及ぼした

り、逆に他の機器等からの電磁波により当該機器等が誤動作した

りしない能力。 

ボンディング 建築物等の通信系統外に露出した導電性部分の電位を同じ（等電

位）にするために、相互に電気的に接続して一点に接地すること。

避雷及び雑音対策技術の一つ。 

雷サージ 落雷によって瞬間的に電源等に高電圧が流れることをいい、「誘導

雷」とも呼ばれる。電源ケーブルや通信回線などを伝わって、電

子機器等の故障の原因になることがある。 

ケーブル網・番組伝送委員会 

ケーブルモデム ケーブルテレビの回線を使ってインターネットに接続するための

装置。電話回線におけるモデムの役割を果たすため、ケーブルモ

デムという。シリアルポートを使う通常のモデムとは異なり、パ

ソコンとはイーサネットを通じて接続する。 

ＱＡＭ 【Quadrature Amplitude Modulation】直交振幅変調。位相差９０

度直交関係にある２つの搬送波に振幅の変化を与えて加え合わせ

ることにより高能率の伝送を行う変調方式。 

ＤＯＣＳＩＳ 【Data Over Cable Service Interface Specification】米国ケー

ブルラボが中心となって制定しているケーブル網上でデータ伝送

を行うためのインターフェース仕様。 

Ｓ－ＣＤＭＡ 【Synchronous Code Division Multiple Access】同期符号分割多

元接続。デジタル変調による多重伝送技術である「CDMA」方式を、

ケーブルテレビシステムに適合させた新技術。Docsis2.0 に採用。 

ＳＴＢ 【Set Top Box】テレビに接続して様々なサービスを受けられるよ

うにする機器の総称。テレビの上に置いておくことが多いことか

らこう呼ばれる。ケーブルテレビ網に接続して番組を受信するも

のや、電話回線に接続してインターネット接続や通信カラオケを

提供するものなど、様々な種類がある。 
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プロトコル委員会 

ＮＧＮ 【Next Generation Network】次世代通信網。電話を前提とした従

来の通信網の次世代と考えられているデータ通信を中心とした通

信網。 

ＩＮ 【Intelligent Network】通信網の中に散在する交換機やサービス

制御ノード、網内制御用データベースを共有信号網やデータ信号

網を介して有機的に結合するもの。これにより、多様な通信サー

ビスをコンピュータの力を借りながら柔軟に提供でき、しかも保

守運用が容易になる。 

ＰＳＴＮ／ＩＳＤ

Ｎ 

【 Public Switched Telephone Network/ Integrated Services 

Digital Network】加入電話網／総合デジタル通信網。 

ベアラ 【Bearer】伝送。 

ＪＡＩＮ 【Java APIs Integrated Networks】通信サービス向けの API の標

準化団体及びその API。 

ＥＴＳＩ 【European Telecommunications Standards Institute】欧州電気

通信標準化機関。 

３ＧＰＰ 【third Generation Partnership Project】第３世代移動通信シ

ステム｢ITM-2000｣の使用作成に関わるプロジェクト・グループ。 

ＧＩＩ 【Global Information Infrastructure】世界情報通信基盤。世界

中のどこからでも人々が情報にアクセスし、音声・映像店データ

など双方向でやり取りができる地球規模の情報ネットワークの構

築を目指した構想。 

ＦＲＦ 【Frame Relay Forum】フレームリレーの相互運用性を高めるフォ

ーラム。 

テレバイオメトリ

クス 

オープンなネットワーク環境において身体的特徴又は身体的特性

を用いて個人を自動的に特定する技術、またはその応用。 

ＰＫＩ 【Public Key Infrastructure】公開鍵暗号技術を用いてネットワ

ーク上における情報の改ざん防止や通信相手の本人確認などを実

現するセキュリティ基盤。 

伝送網・品質委員会 

ＡＤＳＬ 【Asymmetric Digital Subscriber Line】既設の電話線を使って、

電話の音声を伝える周波数よりも高い周波数帯を使ってデータ通

信を行なう xDSL 技術の一種。「非対称(Asymmetric)」の名の通り、

通信方向によって最高速度が異なる。 
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スプリッタ 【splitter】DSL によるデータ通信を行なう際に、音声信号とデー

タ信号とを分離する装置。DSL では音声信号とデータが同じ回線の

中を流れてくるため、これをそれぞれ電話機と DSL モデムとに分

けて届ける必要がある。 

メタデータ 【metadata】データのためのデータと呼ばれるもので、コンテン

ツの場合には、コンテンツの内容に関する記述や制作者、著作権

などに関する情報データ。SG16 では、ネットワークに関するメタ

データを検討しており、具体的には、緊急通信ネットワークでの

優先度やネットワークの品質などのクラスに関する情報データ。 

テレフォノメトリ

ー 

【telephonometry】通話品質測定法 

Ｓバンド／Ｌハン

ド 

波長帯域。Ｓバンド：（Short：1460-1530nm） 

L バンド：（Long：1565-1625nm）。 

ＳＤＨ／ＯＴＮ 【Synchronous Digital Hierarchy/ Optical Transport Network】

同期デジタル・ハイアラーキ/光伝達網。光ネットワーク上におけ

るデジタル伝送の階層多重方式の国際規格。SDH という名称は主に

ヨーロッパで用いられ、北アメリカでは SONET の名称で知られる。 

ＩＰネットワーク委員会 

ＶＰＮ 【Virtual Private Network】 

公衆回線をあたかも専用回線として利用できるネットワーク。 

ＯＡＭ機能 【Operations Administration and Maintenance 機能】 

直訳すると操作、管理及び保守であり、ネットワークの保守運用

機能を示す。機能としては、故障の監視、予備系への切替制御、

品質のモニタなど。 

ＩＰＳＬＢＲ 【IP Packet Severe Loss Brock Ratio（IP パケット劣化損失ブロ

ック率）】IP パス切り替えのバースト的劣化を規定。 

マルチメディア委員会 

色空間 色を表現するためのモデル。 

代表的なものとして、RGB 、CMYK などがある。RGB は赤（R）、緑

（G）、青（B）の 3色の階調、CMYK はシアン（C）、マゼンタ（M）、

黄色（Y）、黒（K）の 4色の階調により特定の色を表現する。 
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ＣＩＥＬＡＢ CIE(Commission Internationale de I’Eclairage / 国際照明委

員会)によって定義された理論上の色空間。 

LAB は、明度(Lightness)の(L 軸)と、緑から赤の範囲の色差(a 軸)

及び青から黄の範囲の色差(b 軸)という３本の軸を使って表現さ

れる色モデル。 

ｓＹＣＣ 【standard Lightness Chroma-Chroma color space】 

輝度とふたつの色度（Cb、Cr。それぞれ青色度と赤色度）で表現

される色モデルで、sRGB とマッチングするように設計。 

移動通信ネットワーク委員会 

クローズドネット

ワーク 

外部のネットワークを介さずインターネット対応携帯電話からデ

ータのやり取りを実現するための専用線網。 

アドホックネット

ワーク 

複数のユーザがサーバや基地局を介さずに端末同士で直接または

他の端末の中継により通信するために一時的に構築するネットワ

ーク。 

モジュール 【module】交換可能な構成部分、各要素。 

ＧＳＭ 【Global System for Mobile communications】欧州が標準化した

デジタル携帯電話システム。 

ＵＭＴＳ 【Universal Mobile Telecommunications System】第３世代移動

通信システム「IMT-2000」の欧州規格。 

ＵＴＲＡＮ 【Universal Terrestrial Radio Access Network】WCDMA での無線

系ネットワーク。 

ＳＤＯ 【Standards Development Organisation】標準化団体。 

作業計画委員会 

ＡＡＰ 【Alternative Approval Process】政策又は規制への影響を伴わ

ない技術的事項に関するＩＴＵ勧告案について電子的手段により

実施されるＴＡＰ（注４）に替わる代替承認手続き。 

ＴＡＰ（注４） 【Traditional Approval Process】従来からのＩＴＵ勧告承認手

続き。 

ＩＣＡＮＮ    【The Internet Corporation for Assigned Names and Numbers】

ドメイン名、ＩＰアドレス、各種プロトコル番号、ルートサーバ

などのインターネット資源を、民間主導でグローバルに調整する

目的で、 1998 年 10 月に米国で設立された民間の非営利法人 

ＩＰＲ 【Intellectual Property Rights】知的財産権 

 


